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豊かな学びで資質・能力を育む 

岩手県教育委員会 

 



はじめに 

 本県では、約３割の小学校が複式学級を有しており、小規模・複式指導の充実を図ることは、

「知・徳・体」を総合的に兼ね備えた社会を創造する能力を育てる「人間形成」のために欠か

すことのできない視点となっています。 

 また、ここ数年の状況を見ますと、県内の各地域において新たに複式学級を編成する学校が

あり、複式指導を初めて担当する教員への支援が課題となっています。 

 本県には、長年にわたり培われてきた複式指導に関する知識や技術が蓄積されており、各学

校で直接指導と関節指導を組み合わせた不断の授業改善が進められております。 

 本実践事例集は、それらの優れた実践を広く共有することにより、本県の複式指導の充実を

図ることを目的として、県内各地の実践からぜひ参考にしたいポイントをまとめております。 

 複式指導を担当される先生方にとって、より適切で的確な各教科等の指導の展開を支援する

資料として活用されることを期待しております。 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 
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○ 指導の４段階（導入・展開①・展開②・終末）をずらさず、時間配分をずらして組み合わせ

た実践です。それぞれの学年に直接指導した方がよい場面には、各段階の時間配分をずらして

わたるようにします。児童の一単位時間の学習を崩さずに指導することが可能です。 

  また、単元によっては、両学年の学習内容を関連させて指導した方が理解を深められる場合

があります。本実践では類似内容指導を可能にするために、単元計画が工夫されています。 

  終末場面では、お互いの学習内容の共通性や関連性、学びの連続性に気付かせる場がしっか

りと位置付けられ、学習の深まりや広がりを実感することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本実践では「問題把握」「自力解決」「話し合う」「確かめる」の場面で、主に間接指導が組ま

れています。この間接指導を充実させるために、直接指導では「本時の課題は何か」「課題を解

決するためにどうすればよいか」「どう進めていくのか」という課題解決に必要な一歩目を指導

しています。「何を、何のために、どのようにするのか」、直接指導で課題解決に向けて何を考

えさせるのかを明確にすることで、児童の活動が停滞しないように工夫されています。 

また、間接指導は児童の主体的に学ぶ力を育むチャンスです。一人でも多様に考えられるよ

うに教科書の登場人物をクラスの一員とする、複数人で考えを共有する際に ICT を活用するな

ど、自分たちでじっくりと考える時間を確保し、思い切って児童に活動を任せることが、主体

的に学ぶ力の育成につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 
５・６年 

花巻市立笹間第二小学校  令和３年６月１１日（金） 

第５学年 わり算の世界を調べよう 

（東京書籍「新しい算数５上」P59） 

第６学年 比例の関係をくわしく調

べよう（東京書籍「新しい算数６」

P  ） 

第６学年 分数のわり算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数６」P60，61） 

本実践のポイント ※指導案は次ページに掲載 

 「指導の４段階をずらす、ずらさない」「わたりの回数を最小限にする、複数回行う」

など、指導過程については児童の実態や教科・単元の内容によって、柔軟に考えること

が大切です。「ずらす、ずらさない」どちらにもメリット、デメリットはあるものです。

「直接指導した方がよい学習活動は何か？」「両学年で共通に扱う内容や方法はある

か？」など、教材の本質をしっかりと抑え、本時のねらいを明確にもつことが大切です。 

 複式指導における直接指導の時間は限られていますから、指導内容の精選（焦点化・

スリム化・効率化）とともに、教科書をうまく活用していくことがポイントです。 

 また、間接指導を「教師が直接指導できない場」と捉えるのではなく、「子供たちだけ

で主体的に学習を進める場」と捉えましょう。子供たちだけで主体的に学習を進めるた

めには、直前の直接指導での発問や指示の工夫に加え、日々の授業を通して「学び方」を

身に付けさせていくことが重要です。「困ったときはどうするのか」「早く終わったらど

うするのか」など、教師の指示を待たなくても自分で判断して活動できる力を育ててい

くことが、間接指導の充実につながります。 
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第５・６学年 算数科学習指導案 
令和３年６月１１日（金）６校時（14:20～15:05） 

児 童  ５学年 女１名       計１名 

                                              ６学年 男３名 女１名 計４名 

授業者 柵山 千恵 

 

１ 単元名・教材名 

 ５年 ６年 

単元名 小数のわり算 分数のわり算 

教材名 わり算の世界を広げよう 分数のわり算を考えよう 

 

２ 単元の目標と学習指導計画 

（１）５年 

 時 目標 学習活動 評価の観点と方法の例 

(1) 小数のわり算  上p.52～61 8 時間 

1 〔プロローグ〕 

上p.52 

 

①わり算についてこれまで学習してきたことを振り返り話し合うことを通して，除数が小数の場合のわり算につい

て考えるという単元の課題を設定する。 

（所要時間は 10分程度） 

小数でわることの意味を 

図や式を用いて考え，説 

明することができる。 

上p.53～54 

①自分の考えで立式する。 

②その式になる理由を，数直線や言葉の式などを用

いて考え，説明する。 

③「1 とみたとき，〇にあたる」という既習の倍の見方 

を活用して，除法の意味をとらえ直す。 

［思判表］÷小数の意味について，既習の倍の見方を活

用して考え，説明している。【観察・ノート】 

［態度］÷小数について，既習の除法の意味（全体量÷

何こ分）が適用できないことに気づき，図や式を用い

てその意味を考えようとしている。【観察・ノート】 

2 整数÷小数の計算の仕方 

を，数直線を用いて考え， 

説明することができる。 

上p.55～56 

①300÷2.5 の計算の仕方を考える。 

②300÷2.5 の計算の仕方をまとめる。 

［知技］整数÷小数の計算の仕方を，既習の計算や数

直線を用いて考え，答えを求めることができる。【観

察・ノート】 

［思判表］整数÷小数の計算の仕方を，小数の構成や

除法の性質に着目して整数の計算に帰着して考え，

説明している。【観察・ノート】 

3 小数÷小数の計算の仕方 

を，除法の性質を基に考 

えることを通して，小数÷ 

小数の筆算の仕方を理解 

する。 

上p.56～58 

 

①立式を考える。 

②除法の性質を活用して，7.56÷6.3 の計算の仕方

を考える。 

［知技］小数÷小数の計算の仕方を，除法の性質を活

用して考え，答えを求めることができる。【観察・ノー

ト】 

［思判表］除法の性質に着目して，小数÷小数の計算の

仕方を考え，説明している。【観察・ノート】 

4 ①小数÷小数の筆算の仕方をまとめる。 

②練習問題に取り組む。 

＊デジタルコンテンツ設定有 

［知技］小数÷小数の筆算の仕方を理解し，答えを求め

ることができる。【観察・ノート】 

［思判表］除法の性質に着目して，小数÷小数の筆算の

仕方を考え，説明している。【観察・ノート】 

5 小数÷小数の筆算（商が 

純小数の場合，被除数に 

0 を補う場合）の仕方を 

理解し，答えを求めること 

ができる。 

上p.58 

①2.34÷3.9，1.8÷2.4，8÷2.5の筆算の仕方を

考える。 

②練習問題に取り組む。 

［知技］小数÷小数の筆算（商が純小数の場合，被除数

に 0を補う場合）の仕方を理解し，答えを求めること

ができる。【観察・ノート】 

［思判表］被除数と除数に着目して，商の一の位に 0を

書くことや，被除数の末尾の0を補うことを考え，説

明している。【観察・ノート】 

6 純小数でわると，商は被 

除数より大きくなることを 

理解し，説明することがで 

きる。 

上p.59 

①240÷1.2 と 240÷0.8 の計算をして，商と被除

数の大きさを比べる。 

②純小数でわると，商が被除数より大きくなることを

まとめる。 

［知技］除数が純小数の場合は，商が被除数より大きく

なることを理解している。【観察・ノート】 

［思判表］除数が純小数の場合の被除数と商の大きさ

について，数直線を用いて考え，説明している。【観

察・ノート】 

7 小数の除法での余りの意 

味を理解し，余りを求める 

ことができる。 

上p.60 

①2.5mのリボンを，1人に 0.7mずつ配ると何人

に配れて，リボンはどれだけ余るかを考える。 

②小数の除法の，余りの小数点をうつ位置について

まとめる。 

［知技］小数の除法で余りの小数点の位置を理解し，余

りを求めることができる。【観察・ノート】 

［思判表］小数の除法での余りの意味について，被除数

の小数点の位置に着目して考え，図や式を用いて説

明している。【観察・ノート】 
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 時 目標 学習活動 評価の観点と方法の例 

8 小数の除法で商を概数で 

求めるときの処理の仕方 

を理解し，商を概数で表 

すことができる。 

上p.61 

①1.5L の砂の重さが 2.5kg のときの，1L の砂の

重さは何 kgか考える。 

②わり切れないときの商の表し方について考え，上か

ら 2桁の概数で求める。 

③わり算でわり切れないときや商の桁数が多いとき

などに，商を概数で表すことがあることをまとめる。 

［知技］小数の除法の商を概数で表す方法を理解し，商

を概数で表すことができる。【観察・ノート】 

［態度］小数の除法で商を概数で表す方法を，既習を

基に考え，学習に生かそうとしている。【観察・ノート】 

まとめ  上p.62～63，144 1 時間 

9 学習内容の定着を確認す 

るとともに，数学的な見 

方・考え方を振り返り価 

値づける。 

上p.62～63 

①「たしかめよう」に取り組む。 

②「つないでいこう 算数の目」に取り組む。 

［知技］基本的な問題を解決することができる。【観察・

ノート】 

［思判表］数学的な着眼点と考察の対象を明らかにし

ながら，単元の学習を整理している。【観察・ノート】 

［態度］単元の学習を振り返り，価値づけたり，今後の

学習に生かそうとしたりしている。【観察・ノート】 

【発展】巻末 p.144の「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み，学習内容を基に小数の除法についての理解を深める。 

 

（２）６年 

時 目標 学習活動 評価の観点と方法の例 

(1) 分数のわり算  p.54～67 6時間 

1 〔プロローグ〕 

p.54 

①わり算についてこれまで学習してきたことを振り返り話し合うことを通して，未習の分数のわり算について考

えるという単元の課題を設定する。 

（所要時間は 10分程度） 

分数でわることの意味を図 

や式を用いて考え，説明す 

ることができる。 

p.55～56 

①3/4dL のペンキで 2/5m2塗れるとき，1dL で

塗れる面積を求める式を考える。 

②その式になる理由を考え，説明する。 

③除数が小数の場合の除法などを想起しながら，

除法の意味をとらえ直す。 

［思判表］分数でわることの意味を図や式を用いて考

え，説明している。【観察・ノート】 

［態度］分数÷分数の計算の意味や計算の仕方に関心

をもち，既習の計算や除法の性質に関連づけて考えよ

うとしている。【観察・ノート】 

2 分数÷分数の計算の仕方を 

図や式を用いて考え，説明 

することができる。 

p.57～59 

①2/5÷3/4の計算の仕方を考える。 

②分数÷分数の計算の仕方をまとめる。 

③計算練習をする。 

［知技］分数÷分数の計算の仕方を理解し，答えを求め

ることができる。【観察・ノート】 

［思判表］分数÷分数の計算の仕方について，除法の

性質や比例の考えを基に考え，数直線や式などを用い

て説明している。【観察・ノート】 

3 計算の途中で約分できると 

きは，途中で約分すると簡 

単に計算できることを理解 

する。 

3口の分数の乗除混合計算 

の仕方を理解し，その計算 

ができる。 

p.59～60 

①9/14÷3/4の計算の工夫の仕方を考える。 

②3/4÷6/5×1/5 の計算の仕方を考える。 

③計算練習をする。 

［知技］途中で約分できる分数の除法計算や 3 口の分

数の乗除混合計算の仕方を理解し，答えを求めること

ができる。【観察・ノート】 

［態度］計算の途中で約分すると簡単に処理できること

のよさに気づいている。【観察・ノート】 

4 整数÷分数の計算や，帯分 

数の除法計算の仕方を理解 

し，その計算ができる。 

真分数でわると，商は被除 

数より大きくなることを理解 

する。 

p.60～61 

①4÷9/2，2/3÷3と1/5の計算の仕方を考える。 

②12÷1 と 1/3 と，12÷2/3 の計算をして，商と

被除数の大きさを比べる。 

③真分数でわると，商が被除数より大きくなることを

まとめる。 

［知技］整数÷分数，帯分数の除法計算の仕方を理解

し，答えを求めることができる。【観察・ノート】 

［思判表］1 を基準とした除数の大小に着目し，被除数

と商の大小関係について，数直線を用いて考え，説明し

ている。【観察・ノート】 

5 数直線を用いた除法の演算 

決定について理解を深め 

る。 

p.62 

①7/4m の重さが 2/5kg のホースについて，ホー

ス 1m の重さ，及びホース 1kg の長さを求める

式を，数直線を活用しながら考える。 

［思判表］問題場面に合った除法の立式の根拠につい

て，数直線を用いて考え，説明している。【観察・ノート】 

6 〔今日の深い学び〕 

分数，小数，整数の混じった 

乗除計算の仕方を考え，説 

明することができる。 

p.63～67 

①0.3÷3/2×3の計算の仕方を考える。 

②他者の考えを読み取り，図や式に表す。 

③間違った計算を正し，計算の順序を振り返る。 

④0.2÷2/3×3の計算の仕方を考える。 

⑤分数，小数，整数の混じった乗除計算の仕方をま

とめる。 

⑥計算練習をする。 

＊デジタルコンテンツ設定有 

［思判表］分数，小数，整数の混じった乗除計算の仕方

を考え，説明している。【観察・ノート】 

［態度］主体的，対話的に粘り強く学習に取り組むとと

もに，既習事項を活用して問題解決したことを振り返

り，価値づけている。【観察・ノート】 
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時 目標 学習活動 評価の観点と方法の例 

まとめ  p.68～69，260 1 時間 

7 学習内容の定着を確認する 

とともに，数学的な見方・考 

え方を振り返り価値づける。 

p.68～69 

①「たしかめよう」に取り組む。 

②「つないでいこう 算数の目」に取り組む。 

［知技］基本的な問題を解決することができる。【観察・

ノート】 

［思判表］数学的な着眼点と考察の対象を明らかにし

ながら，単元の学習を整理している。【観察・ノート】 

［態度］単元の学習を振り返り，価値づけたり，今後の

学習に生かそうとしたりしている。【観察・ノート】 

【発展】巻末 p.260の「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み，単元の学習内容を数学の世界で活用し，分数の除法についての理解を深める。 

 

３ 本時の指導 

（１）目標 

５年（６/９） ６年（４/7） 

純小数でわると，商は被除数より大きくなることを理

解し，説明することができる。 

真分数でわると，商は被除数より大きくなることを理

解することができる。 

 

（２）主とする評価規準 

５年 ６年 

 純小数でわると，商は被除数より大きくなることを理

解し，説明することができる。 

 真分数でわると，商は被除数より大きくなることを理

解することができる。 

A B 支援・手立て A B 支援・手立て 

 除数が純小数

の場合の被除数

と商の大きさに

ついて，数直線

を用いて考え，

筋道を立てて説

明している。 

（観察・ノート） 

 除数が純小数

の場合の被除数

と商の大きさに

ついて，数直線

を用いて考え，

説明している。 

（観察・ノート） 

 除数が１と比

べてどのような

数であるかを確

かめ，商と比べ

させる。 

１を基準とし

た除数の大小に

着目し，被除数

と商の大小関係

について，数直

線を用いて考

え，説明してい

る。 

（観察・ノート） 

 １を基準とした

除数の大小に着

目し，被除数と

商の大小関係に

ついて，説明し

ている。 

（観察・ノート） 

 除数が１と比

べてどのような

数であるかを確

かめ，商と比べ

させる。 

 

（３）少人数を生かした指導の工夫 

 ①５年 

    児童は、昨年度から学年１名となり，自力解決後に自分の考え方と教科書にある解き方について比

較しながら一人学びを進めてきている。そこで，自力解決後に教科書にある解き方と比較して目標で

ある被除数の違いに気付かせたい。また，授業時間内に適用問題などを解くことにより，理解を深め

させたい。 

 

 ②６年 

    児童は，問題文を数直線に表しながら把握し解くことができる。そこで，自力解決でも数直線を用い   

て数関係をおさえて立式させる。そして，リーダー学習の中で，自分達の数直線から除数の大きさと

商の大きさの関係について気付かせたい。さらに，５年生の学習内容と比べながら，その関係は，既

習の小数でも同じであることに関連付けてまとめさせたい。 
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（４）展開 

５学年 ６学年 

過

程 
学習内容と活動 留意点 形態 学習内容と活動 留意点 

過

程 

つ

か

む 

１．問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １．既習事項から考える 

・整数を
４

１
と考える。 

・帯分数を仮分数に直して計

算する。 

【視点１】 

・既習事項を想

起させてから，

取り組ませる。 

 

つ

か

む 

 

 ２．問題を解く 

・数直線をかく。 

・立式する。 

 

【視点２】 

・教科書の数直

線を参考にノー

トに数直線をか

かせる。 

 

  ２．問題把握 

 

 

考

え

る 

３．課題把握 

 

   ３．問題を解く 

・数直線をかく。 

・立式する。 

  

 ４．見通しをつける 

・数直線をもとに考える。 

 

 

 

      

 ５．自力解決 

・わる数が１より小さいとき，商

はわる数より小さくなる。 

・わる数が１より大きいとき，商

はわる数より大きくなる。 

   ４．課題把握 

 

 

 考

え

る 

     ５．見通しをつける 

・数直線をもとに考える。 

・既習事項から１を基準にして 

関係を見る。 

 

  

 ６．確かめる 

・問題文を参考にして，考えた

数をあてはめ，数直線に書き

込む。 

・除数と商の大

きさの関係がど

の場合にも当て

はまることを実

感させたい。 

  ６．自力解決 

・自分の言葉で説明できるよう

にする。 

 

  

１．２ｍの代金が２４０

円の赤いリボンと，０．８

ｍの代金が２４０円の青

いリボンがあります。 

  １ｍのねだんは，それ

ぞれいくらですか。 

① ４÷
９

２
    ② 

２

３
÷３
１

５
  

 ３
１

５
ｍの重さが１２ｇの細

い針金と，
１

５
ｍの重さが１２

ｇの太い針金があります。 

 １ｍの重さは，それぞれ何

ｇですか。 

わる数の大きさと商の大

きさの関係を調べよう。 

わる数の大きさと商の大

きさの関係を調べよう。 
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ま

と

め

る 

７．まとめる 

 

 

   ７．話合う 

・自分達の数直線をもとに気づ 

いたことから，まとめへとつな

げる。 

 

【視点２】 

・自分達のノート

を画面に映して

話合う。 

 

 

 ８．練習問題を解く 

・P５９ ５・６ 

・算数の力  

 

   ８．まとめる 

 

 

 

９．練習問題を解く 

・P６１ ５ 

 

 

 

 

 ま

と

め

る 

 ９．学習を振り返る 

・本時で学んだことを書く。 

【視点１】 

・次学年でも同

じまとめをしてい

ることに気付か

せる。 

  10．学習を振り返る 

・本時で学んだことを書く。 

【視点１】 

・前学年での学

習と同じまとめ

であることから

さらに理解を深

めさせる。 

 

 

（５）評価 

 ①５年 

    純小数でわると，商は被除数より大きくなることを理解し，説明している。 

 ②６年 

    真分数でわると，商は被除数より大きくなることを理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１より小さい数でわると， 

「商＞わられる数」となる。 

１より小さい数でわると， 

「商＞わられる数」となる。 
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１．２ｍの代金が２４０円の赤いリボン

と，０．８ｍの代金が２４０円の青いリボン

があります。 

  １ｍのねだんは，それぞれいくらです

か。 

（６）板書計画 

①５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○問  

１より小さい数でわると，「商＞わられる数」

となる。 

わる数の大きさと商の大きさの関係

を調べよう。 

わる数の大きさと商の大きさの関係

を調べよう。 

１より小さい数でわると，「商＞わられる数」

となる。 

① ４÷
９

２
    ② 

２

３
÷３
１

５
  

  ３
１

５
ｍの重さが１２ｇの細い針金

と，
１

５
ｍの重さが１２ｇの太い針金が

あります。 

 １ｍの重さは，それぞれ何ｇです

か。 

 ○問  

○課  

 ○ま  

○課  

 ○ま  
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○児童の思考時間の確保 

  両学年とも「既習をもとに自力で考える時間」が十分に

確保されています。導入や見通しに時間をかけすぎてしま

うと、授業後半に進むにつれて直接指導の時間が短くなり、

教師主導になりがちです。授業前半でテンポよく「できそ

う？まずはやってみよう」と児童に預け、自力解決の中で

表出した「迷い」や「つまずき」を児童が話し合う場を設

けることで、粘り強く、自己調整しながら解決に向かう姿

を引き出しています。 

  左の写真は、自力解決で児童が書いた説明です。表現に不十

分なところが見られますが、すぐに指導者が介入して修正さ

せるのではなく、児童同士で表現を吟味する時間をとり、児童

の考えを活かしながらわり算の性質を見出していきました。 

  このように、子供たち自身で評価・改善する力が計画的・意

図的に育まれており、間接指導の充実につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

○１人１台端末の効果的な活用 

  本実践では、「ずらし」のある展開が組まれています。４年生

が自力解決に入るまでの直接指導を受けている間、３年生は右

の写真のように１人１台端末を用いてドリル学習に取り組み

ました。 

  指導者の「〇年生ちょっと待っててね。」といった声が全くな

い 45 分間でした。指導者の動きや発問が精選されており、ど

の児童も、今何をすべきか、何を考える時間かを把握し、粘り

強くわり算の学習に取り組む姿が見られました。 

 

 

算数 
３・４年 

一関市立興田小学校   令和３年 10 月５日（火） 

第３学年 わり算や分数を考えよう 

（東京書籍「新しい算数３上」P115）

第６学年 比例の関係をくわしく調

べよう（東京書籍「新しい算数６」

P  ） 

第４学年 わり算の筆算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数４上」P109） 

本実践のポイント ※指導案は次ページに掲載 

 指導者は、学習の様子を見取りながら、児童の困り具合を的確に把握し、介入すると

ころと児童に任せるところを明確にしています。間接指導を充実させる上で、子供が自

立的に学ぶ力を育むことが重要であり、困ったときに相談したり、相互評価を通じて改

善したりすることを「学び方」として身に付けさせていくことが大切です。 

 また、ノート（ワークシート）を評価材料とするために、自分の考えを言葉や図、式な

どを用いて表現する力を育むことを意識しています。これにより、授業後に間接指導時

の児童の思考の様子を見取り、指導と評価の一体化につなげています。 

 授業支援ソフトやデジタルコンテンツ、習熟に応じたドリル学習など、子供の自立的

な学びをサポートするツールとして、１人１台端末の効果的な活用が期待されます。 



- 9 - 

 

第３・４学年 算数科学習指導案 

                               日 時 令和３年10月５日（火）３校時 

                               場 所 ３・４年教室 

                               児 童 ３年３名（男子１名 女子２名） 

４年８名（男子６名 女子２名） 

                               指導者 千葉 祥子 

〔３年生〕 

１ 単元名 わり算や分数を考えよう（東京書籍 ３年上） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元で扱う除法や分数は、学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

第３学年 Ａ数と計算 

（４）除法に関わる数学的な活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （オ）簡単な場合について、除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を知ること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだしたりす

るとともにその性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

 （イ）数量の関係に着目し、計算を日常生活に生かすこと。 

（６）分数をその表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いることを知ること。また、分数の

表し方について知ること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えるとともに、分

数を日常生活に生かすこと。 

   除法については、第３学年第３単元で、除法の意味や乗法九九を１回適用してできる除法計算の意味と計算方法に

ついて学習している。また前単元では、数の構成に着目し、２位数×１位数の計算の仕方を考えている。分数につい

ては、第２学年第１６単元で、同じ大きさに分けた１つ分の表し方として、分数を学習している。 

   

（２）児童について 

   略 

 

（３）指導について 

   本単元前半では、既習を踏まえ、簡単な場合の２位数÷１位数の計算の仕方を考える。そして、被除数を10を基

にとらえたり、位ごとに分けて計算したりすることで既習の乗法九九１回適用の除法計算に帰着させていく。本単元

後半では、80㎝の４分の１の長さの求め方を考えることを通して、分数と除法を関係づけていく。80㎝の４分の１

の長さは、80÷４の除法の式で求めることができることを、既習の分数の意味に着目し、等分されたテープ図を基に

しながら 理解できるようにしていく。 

   単元全体を通して、少人数の中でも、個人→グループ、児童の互いのつぶやきや発表をつなぐことで次の考えを

引き出すなど、児童同士の対話を常に位置づけた学びを大事にしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

 ○簡単な場合について除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方や分数と除法の関係について理解し、計算ができ

るようにするとともに、数学的表現を適切に活用して計算方法や問題場面における分数の意味について考える力を養

い、既習の計算方法や分数を除法としてみた過程をふり返り、今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 【 知識 ・ 技能 】・簡単な場面の２位数÷１位数の計算の仕方について理解し、説明している。 

            ・分数で表される場面を適切にとらえ、除法を用いて答えを求めることができる。 

 【 思考・判断・表現 】・簡単な場合の２位数÷１位数の計算の仕方について、既習の計算の仕方や図などを用いて、

数の構成に着目して考え、説明している。 
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             ・等分することや分数の意味に着目して、分数で表されている場面について、除法を用いて計

算することを考え、説明している。 

 【  態    度 】・簡単な場合の２位数÷１位数の計算の仕方について、具体物や図、式を関連づけたり、既習

の計算の仕方などを基に考えたりしながら、その過程をふり返り、数理的な処理のよさに気

づき今後の生活や学習に活用しようと考えている。 

            ・分数と除法の関係やもとの数と分数の関係を考えた過程をふり返り、数理的な処理のよさに

気づき今後の生活や学習に活用しようとしている。 

 

４ 本単元の学習の関連と発展 

２年  ３年  ４年 

かけ算(1) かけ算(2) 

・乗法の意味 

・かけ算の九九の構成 

・倍概念の基礎 

→ わり算 

・九九１回適用の除法計算 

 わり算の筆算(1) わり算の筆算(2) 

・２、３位数÷１～３位数の筆算形式 

🔎数の構成に着目して、計算の方法を

考える。 

↓  ↓   

分数 

・1/2、1/3、1/4などの簡単な分数 

・分数と倍の関係 

🔎同じ大きさに分けた大きさを表

す方法を考える。 

🔎分数の意味に着目し、分数と倍

の関係を考える。 

 かけ算の筆算(1) 

・何十、何百×１位数の計算 

🔎数の構成に着目して、計算の方法を考え

る。 

  

  ↓   

  大きい数のわり算、分数とわり算 

・簡単な２位数÷１位数の計算 

・分数とわり算の関係 

🔎数の構成に着目して、分数と除法の関係を

考える。 

🔎分数の意味に着目して、分数と除法の関係

を考える。 

 

 

→ 

分数 

・単位量に満たない端数部分の大きさ

を分数を用いて表すこと 

・「真分数」「仮分数」「帯分数」の意味 

🔎もとの大きさに着目して、分数を使

った大きさの表し方を考える。 

 

５ 単元の指導・評価計画（４時間） 

時 目標 学習活動 主な評価規準 

(1) 大きい数のわり算  上p.114～115 2時間 

※本小単元の内容は，「スパイラルのため重複させる内容」であり，次学年で確実な習得をねらう。  

1 60÷3などの計算の仕方 

を，既習の除法計算の仕 

方や数の構成を基に考 

え，説明することができ 

る。 

上p.114 

①60÷3の計算の仕方を，60を

10 の 6 こ分ととらえて既習

の計算を使って考える。 

②適用問題に取り組む。 

［知技］簡単な場合の何十÷1 位数の計算の仕方について

理解している。【観察・ノート】 

［思判表］60÷3などの計算の仕方を，図や式を用いて， 

被除数の数の構成に着目して考え，説明している。 

【観察・ノート】 

2 

本

時 

69÷3などの計算の仕方 

を，既習の除法計算の仕 

方や数の構成を基に考 

え，説明することができ 

る。 

上p.115 

①69÷3の計算の仕方を，69を

60と 9に分けて考える。 

②適用問題に取り組む。 

［知技］簡単な場合の 2 位数÷1 位数の計算の仕方につい

て理解している。【観察・ノート】 

［思判表］69÷3などの計算の仕方を，図や式を用いて， 

被除数の数の構成に着目して考え，説明している。 

【観察・ノート】 

［態度］図や式を関連づけ，既習を基に考えたことを振り

返り，学習に生かそうとしている。【観察・ノート】 
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時 目標 学習活動 主な評価規準 

(2) 分数とわり算  上p.116～117 2時間 

3 分数で表された数を除法 

の計算を用いて求めるこ 

とができる。 

上p.116 

①80cm の 1/4 の長さの求め方

を考える。 

②分数で表された数を除法を

用いて表すことができるこ

とを知る。 

［知技］分数の「等分する」という考えを用いて，分数で

表された数を計算して求めることができる。【観察・

ノート】 

［思判表］等分することや分数の意味に着目して，分数で 

表されている場面について，除法を用いて計算する 

ことを考え，説明している。【観察・ノート】 

4 もとの大きさが異なるも 

のの等分した数について 

理解する。 

上p.117 

①84cm や 88cm の 1/4 の長さ

を求める。 

②もとの長さの 1/4 の長さが

異なる理由を考える。 

③もとの大きさと分数の関係

をまとめる。 

［知技］もとの大きさに着目して，1/4 の長さが異なる理

由を考え，説明している。【観察・ノート】 

［態度］分数と除法の関係を用いて計算することのよさ

に気づき，生活や学習に生かそうとしている。【観

察・ノート】 

 

６ 本時の指導（２／４時間） 

（１）本時の目標 

○69÷３などの計算の仕方を、既習の除法計算の仕方や数の構成を基に考え、説明することができる。 

 

 （２）本時の主な評価規準 

評価規準 Ｂ Ｂに至らない児童への支援 

〔思考・判断・表現〕 

69÷3などの計算の仕方を、図

や式を用いて、被除数の数の構成

に着目して考え、説明している。 

位ごとに分けて計算すれば、既

習の除法計算ができることを、図

や式を用いて説明することができ

る。 

 69を60と９に分けること、前時

の60÷３＝20を想起させる。ま

た、学び合いの場で友達の考えか

ら理解を図れるようにする。 

 

 （３）研究との関わり【考えを深め広める工夫】 

    ア 発問の工夫 

     ・発問によって、前時の学習から学びが連続していることに気づかせ、本時につなげる流れを大事にする。 

・児童のつぶやきを取り上げて共有し、思考の助けとする。 

    イ 書く活動の工夫 

     ・間接指導時に、自力解決が図りやすいよう、次の話し合いに向かうための自分の考えをまとめやすいよう、

板書とノートを連動させる。 

    ウ 話し合いのさせ方の工夫 

     ・自力解決から学び合いへ思考が途切れないように、３人で確かめ合わせる流れを作る。その際、図と式がつ

ながっているかを視点として与えておく。 

 

〔４年生〕 

１ 単元名 わり算の筆算を考えよう（東京書籍 ４年上） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元で扱う２～３位数÷２位数の計算は、学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

第４学年 Ａ数と計算 

（３）整数の除法に関わる数学的な活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算が、基本的な計算を基にしてできることを

理解すること。また、その筆算の仕方について理解すること。 

（イ）除数の計算が確実にでき、それを適切に用いること。 

 （ウ）除法について、次の関係を理解すること。 

    （被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） 

 （エ）除数に関して成り立つ性質について理解すること。 
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イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見出したりするとともに、その

性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

   整数の除法計算は第３学年から学習を始め、第４学年第３単元「わり算の筆算（１）」で除数が１位数の場合の筆

算を学習した。本単元では、除数が２位数で被除数が２～３位数のときの筆算に発展させる。 

   

（２）児童について 

 略 

 

（３）指導について 

   本単元では、除数を何十の数とみることで商をたてる。まずは、除数を何十とみることで、九九を適用して商の見

当をつけることができる。２１を２０とみたり２９を３０とみたりすることがこれにあたる。２５などについては、

被除数に着目したうえで、２０とみたり３０とみたりするなど柔軟な見方ができるようにすることを大切にしたい。

また、仮商をたてたり、たてた商の修正を行ったりする際にも、２位数×１位数の計算を暗算で行い、見積もりに生

かすことも大切に扱っていく。 

   単元の後半では、わり算の性質についても学習する。その際、除数、被除数、商を、式と式を見ながら比較し、そ

の関係を見出していく。児童自らが関係を見出していくことができるよう間接的指導の工夫が必要である。また見出

した性質について、単元の初めに扱った６０÷２０の場面をふり返り、束の考え方についても、わり算の性質が使わ

れていることを確かめ、働かせた見方・考え方を価値付けていきたい。 

   単元全体を通して、少人数の中でも、個人→ペア→全体と、児童の互いのつぶやきや発表をつなぐことで次の考

えを引き出すなど、児童同士の対話を常に位置づけた学びを大事にしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

 ○２～３位数を２位数でわる除法計算について理解し、その計算が確実にできるようにするとともに、数学的表現を適

切に活用して計算を工夫したり計算の確かめをしたりする力を養うとともに、基本的な計算を基に考えた過程をふり

返り、今後の学習に生かそうとする態度を養う。 

 【 知識 ・ 技能 】・既習の除法の計算の仕方や数のまとまりを用いて２～３位数を２位数でわる除法の計算をす

ることができる。 

 【 思考・判断・表現 】・数量の関係に着目して、２～３位数を２位数でわる除法の計算の仕方を考え、説明してい

る。 

              

 【  態    度 】・２～３位数÷２位数の除法の計算方法を、既習の除法の計算を基に考えたことをふり返り、多 

面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習した 

ことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

４ 本単元の学習の関連と発展 

３年  ４年  ５年 

わり算 

・除法の意味と演算記号 

・九九を１回適用する除法計算（余

りなし） 

🔎数の構成に着目し、計算の仕方

を考える。 

 わり算の筆算(1) 

・２～３位数÷１位数の筆算形式 

・１位数でわる除法の暗算 

🔎数の構成に着目し、筆算の仕方を考える。 

 小数のわり算 

・小数でわる除法の意味と計算 

・整数、小数÷小数の筆算形式 

🔎数の構成や乗除法に着目し、計算の

方法を考える。 

↓  ↓   

あまりのあるわり算 

・九九を１回適用する除法計算（余

りあり） 

・余りと除数の大きさの関係 

・答えの確かめ方 

 わり算の筆算(2) 

・２～３位数÷２位数の筆算形式 

・仮商のたて方と修正の意味 

・除法について成り立つ性質 

🔎数の構成に着目し、筆算の仕方を考える。 

  

↓  ↓   

大きい数のわり算 分数とわり算 

・何十÷１位数の計算 

・商が２位数になる簡単な除法計算 

 小数のかけ算とわり算 

・整数、小数÷整数（商が小数）の筆算形式 

・小数倍の意味 
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５ 単元の指導・評価計画（１４時間） 

時 目標 学習活動 主な評価規準 

(1) 何十でわる計算  上p.96～98 1時間 

1 〔プロローグ〕 

上p.96 

 

➀p.96 を提示し，既習の加減乗除の筆算について振り返り，除数が大きくなったときの

除法の筆算方法について考えるという単元の課題を設定する。 

（所要時間は 10分程度） 

10のまとまりを用いて， 

何十でわる計算の仕方を 

理解し，説明することが 

できる。 

上p.97～98 

・①問題場面から数量の関係をとらえ，立式する。 

・②60÷20の計算の仕方を考える。 

・③60÷20の計算の仕方をまとめる。 

・④計算練習をする。 

・⑤90÷20の計算の仕方を考える。 

・⑥計算練習をする。 

［知技］数のまとまりや図，既習

の除法を用いて何十でわる

計算をすることができる。  

【観察・ノート】 

［思判表］10のまとまりに着目 

し，何十でわる計算の方法 

を考え，説明している。 

【観察・ノート】 

(2) 2けたの数でわる筆算(1)  上p.99～105 6時間 

2 2位数÷2位数（仮商修正 

なし）の筆算の仕方を理 

解し，その計算ができる。 

上p.99～101 

・①問題場面から数量の関係をとらえ，立式する。 

・②84÷21の筆算の仕方を考える。 

・③除数を 20（切り捨て）とみて，商の見当をつける。 

・④84÷21の筆算の仕方をまとめる。 

・⑤「ますりんつうしん」を読み，商の見当をつける

際，被除数と除数の両方をまるめる方法があること

を知る。 

［知技］既習の除法計算を基に 2

位数÷2 位数の筆算を用い

た計算をすることができ

る。【観察・ノート】 

［思判表］除数が何十の場合の計

算や既習の筆算の仕方に着

目し，2位数÷2位数（仮商

修正なし）の筆算の仕方を

考え，説明している。 

【観察・ノート】 

3 ・①87÷21の筆算をする。 

・②87÷21の計算の検算をする。 

・③計算練習をする。 

4 2位数÷2位数の筆算で， 

過大商をたてたときの仮 

商修正の仕方を理解し， 

その計算ができる。 

上p.102 

・①86÷23の筆算の仕方を考える。 

・②除数を 20（切り捨て）とみて，商の見当をつける。 

・③過大商の場合の仮商修正 1回の仕方を理解し，こ

の型の計算練習をする。 

・④81÷12の筆算の仕方を考える。 

・⑤過大商の場合の仮商修正 2回の仕方を理解し，こ

の型の計算練習をする。 

［知技］商の見当を用いて，仮商

をたて過大商のときの仮商

を修正し計算することがで

きる。【観察・ノート】 

 

5 2位数÷2位数の筆算で， 

過小商をたてたときの仮 

商修正の仕方を理解し， 

その計算ができる。 

上p.103 

・①78÷19の筆算の仕方を考える。 

・②除数を 20（切り上げ）とみて，商の見当をつける。 

・③過小商の場合の仮商修正の仕方を理解し，この型

の計算練習をする。 

［知技］商の見当を用いて，仮商

をたて過小商のときの仮商

を修正し計算することがで

きる。【観察・ノート】 

6 除数に着目して，2位数÷ 

2位数の筆算で，除数の切 

り捨てや切り上げを選ん 

で仮商をたてて計算する 

ことができる。 

上p.104 

・①87÷25の筆算の仕方を考える。 

・②除数を切り捨てた（過大商）場合と，切り上げた

（過小商）場合の筆算の仕方を比べる。 

・③自分が仮商をたてやすい除数の処理の仕方を考

える。 

・④計算練習をする。 

［思判表］除数の切り捨てや切り

上げの選択方法に着目し

て，仮商のたて方を考え，説

明している。【観察・ノート】 

［態度］これまでに養った数感覚

を振り返り学習に生かそう

としている。【観察・ノート】 

7 3位数÷2位数＝1位数の 

筆算の仮商のたて方を 2 

位数÷2位数の筆算の仕 

方を基に考え，説明する 

ことができる。 

上p.105 

・①153÷24の筆算の仕方を考える。 

・②計算練習をする。 

［知技］2位数÷2位数の筆算の仕

方を用いて，3位数÷2位数

の筆算ができる。 

【観察・ノート】 

［思判表］商のたて方に着目し

て，3位数÷2位数の筆算の

仕方を考え，説明している。 

【観察・ノート】 
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時 目標 学習活動 主な評価規準 

(3) 2けたの数でわる筆算(2)  上p.106～108 3時間 

8 3位数÷2位数＝2位数の 

筆算の仕方を理解し，そ 

の計算ができる。 

上p.106～107 

・①問題場面から数量の関係をとらえ，立式する。 

・②345÷21の筆算の仕方を考える。 

・③345÷21の筆算の仕方をまとめる。 

［思判表］既習の除法の筆算の仕

方を基に，345÷21などの計

算の仕方を図や式を用いて

考え，説明している。 

【観察・ノート】 

9 2位数÷1位数＝2位数の 

筆算の仕方を用いて，3位 

数÷2位数＝2位数の筆算 

をすることができる。 

上p.107 

・①計算練習をする。 

・②476÷15で，除数を切り捨てた（過大商）場合と，

切り上げた（過小商）場合の筆算の仕方を比べる。 

［知技］既習の除法の筆算の仕方

を用いて，3位数÷2位数＝

2位数の筆算ができる。 

【観察・ノート】 

10 商に 0がたつ場合（商が 

何十）の簡便な筆算の仕 

方や，除数が 3桁の場合 

の筆算の仕方を，既習の 

除法の筆算の仕方を基に 

考え，説明することがで 

きる。 

上p.108 

・①941÷23，960÷16の筆算の仕方を考える。 

・②計算練習をする。 

・③732÷216の筆算の仕方を考える。 

・④216を 200とみて，仮商をたてる。 

・⑤計算練習をする。 

［知技］既習の除法の筆算の仕方

を用いて商に 0 がたつ場合

（商が何十）の簡便な筆算の

仕方や，除数が 3 桁の場合

の筆算をすることができ

る。【観察・ノート】 

［思判表］商の見当のつけ方に着

目して，除数の桁数が増え

ても筆算の仕方が変わらな

いことを考え，説明してい

る。【観察・ノート】 

(4) わり算のせいしつ  上p.109～110 2時間 

11 

 

本

時 

除法の性質について理解 

する。 

上p.109 

・①商が等しいわり算の式を見比べて除法の性質に

ついて考える。 

・②除法の性質をまとめる。 

［知技］被除数，除数の両方に同

じ数をかけても，両方を同

じ数でわっても，商は変わ

らないという，除法の性質

を理解している。 

【観察・ノート】 

［思判表］複数の式から，被除数

と除数，商の関係に着目し

て，除法の性質について考

え，説明している。 

【観察・ノート】 

12 末尾に 0のある数の除法 

の簡便な筆算の仕方を既 

習の除法の計算の仕方を 

基に考え，説明すること 

ができる。 

上p.110 

・①24000÷500の筆算の仕方を考え，末尾に 0のある

数の除法の簡便な筆算の仕方をまとめる。 

・②2700÷400 の筆算の仕方と，末尾に 0のある数の

除法での余りの求め方を考える。 

・③末尾に0のある数の除法の筆算の仕方についてま

とめる。 

［知技］除法の性質を用いて，末

尾に 0 のある除法の簡便な

筆算の仕方を理解し，計算

することができる。 

【観察・ノート】 

［思判表］除法の性質に着目し

て，末尾に 0 のある数の除

法の簡便な筆算の仕方を考

え，説明している。 

【観察・ノート】 
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時 目標 学習活動 主な評価規準 

 まとめ  上p.111～113，151 2時間 

13 

・ 

14 

学習内容の定着を確認す 

るとともに，数学的な見 

方・考え方を振り返り価 

値づける。 

上p.111～113 

・①「たしかめよう」に取り組む。 

・②「つないでいこう 算数の目」に取り組む。 

［知技］基本的な問題を解決する

ことができる。 

【観察・ノート】 

［思判表］数学的な着眼点と考察

の対象を明らかにしなが

ら，単元の学習を整理して

いる。【観察・ノート】 

［態度］単元の学習を振り返り，

価値づけたり，今後の学習

に生かそうとしたりしてい

る。【観察・ノート】 

【発展】巻末 p.151の「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み，単元の学習内容を基にわり算の筆算の理解を深める。 

 

６ 本時の指導（１１／１４時間） 

（１）本時の目標 

○除法の性質について理解する。 

 

  （２）本時の主な評価規準 

評価規準 Ｂ Ｂに至らない児童への支援 

〔思考・判断・表現〕 

複数の式から、被除数と除数、商

の関係に着目して、除法の性質につ

いて考え、説明している。 

 商が等しいわり算において、被

除数、除数に着目し、同じ数をか

けたり同じ数でわったりする見方

がどの式にも当てはまることに気

づき、説明することができる。 

複数の式を縦に並べて提示し、被

除数、除数の変化の共通点に気づか

せる。また、学び合いの場で友達の

考えから理解を図れるようにする。  

   

（３）研究との関わり【考えを深め広める工夫】 

    ア 発問の工夫 

    ・児童のつぶやきを取り上げて共有し、思考の助けとする。 

    イ 書く活動の工夫 

     ・間接指導時に、自力解決が図りやすいよう、次の話し合いに向かうための自分の考えをまとめやすいよう、

板書とノートを連動させる。 

    ウ 話し合いのさせ方の工夫 

     ・商が等しいわり算にはどんな関係があるかを、自分のノートを見せながら、話し合わせる。 

     ・ペア学習を効果的に取り入れる。 
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（４）展開 

第３学年  第４学年 

学習活動 
指導上の留意点 

（・留意点 ☆評価） 

段階 

形態 学習活動 

指導上の留意点 

（・留意点 ☆評

価） 

１ 練習問題に取り組む。 

  

 

 

 

 

 

・前時の何十÷１位数の

計算の仕方を復習する。 

 

 

 

 

 

 

ふ

り

返

る 

 

10 

分 

つ

か

む 

 

５ 

分 

 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

○気づいたことを話し

合う。 

・商が全て４になって

いる。 

２ 課題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小黒板で提示する。 

 

 

 

 

 

 

○「決まり」のことを 

 「せいしつ」というこ

とを確かめる。 

見

通

す 

 

５ 

分 

３ 見通しをもつ。 

○わられる数とわる数

にどんな決まり（性

質）があるかを説明

することが自力解決

のゴールであること

を確かめる。 

・式のカードを縦に見

ていくとわられる数

とわる数の変化の仕

方に規則性があるこ

とを一つ取り上げて

見通しをもつ。 

 

・自力解決に向かわせ

やすいように板書

（カード）で提示す

る。 

・説明に使うキーワー

ドを提示する。 

「わられる数」「わる

数」 

「商」 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

○図や言葉の式を基に立式させ

る。 

・６９÷３ 

３ 課題を把握する。 

 

 

 

 

 

・小黒板で提示する。 

・前時とのちがいを確か

め、本時の課題につなげ

る。 

 

 

つ

か

む 

 

４ 

分 

確

か

め

る 

 

８ 

分 

４ 自力解決する。 

・わられる数とわる数

に同じ数をかけて

も、商は変わらない。 

・わられる数とわる数

を同じ数でわって

も、商は変わらない。 

 

 

 

・見通しをもとに考え

る。 

・式カードに書き込ん

で考えさせる。 

４ 見通しをもつ。 

○答えの見通し 

・一人分は前時の答え20枚より

は多い。 

○方法の見通し 

・図、計算 

 

・６０÷３ならできる。 

・これまで行ってきた方

法で解決できる見通し

をもつ。 

・図、計算のそれぞれの書

き出しは、一緒に確かめ

ておく。 

見

通

す 

 

４ 

分 

次のわり算の商をもとめましょう。 
   ４÷ １ ＝（４） 
  ８÷ ２ ＝（４） 
２４÷ ６ ＝（４） 

２４０÷６０＝（４） 
 

商が等しいわり算には、どんな決まりが
あるか調べよう。 

69まいの色紙を、３人で同じ数ずつ分けます。
一人分は何まいになりますか。 

計算のしかたを考えよう。 

教科書の図 
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５ 自力解決する。 

 

 

・図 

 

 

・見通しをもとに考える。 

 

・計算 

確

か

め

る 

 

６ 

分 

深

め

る 

 

 

10 

分 

５ 学び合う。 

○ペアで説明し合う。 

○全体で確かめる。 

 

 

６ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

・キーワードが入って

いるかを互いに確か

めながら、説明し合

う。 

 

 

 

 

 

 

・第１時の６０÷２０

が６÷２と商が同じ

だったことを既習の

掲示で確かめる。 

６ 学び合う。 

○全体で答えを確かめる。 

 

・３人で確かめ合いなが

ら、それぞれの方法を説

明し合う。 

 

深

め

る 

 

 

 

７ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

分 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

17 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 練習問題に 

取り組む。 

 

 

・ｐ１０９△１ 

 

 

 

 

 

 

 

（・計算ドリル） 

 

 

 

 

・本時の学習内容を生

かして解答する。 

・➀を説明させる問題

をプリントで提示 

 

 

 

 

 

８ 練習問題に取り組む。 

 

ｐ１１５△２ 

 

 

 

 

 

９ 学習をふり返る。 

 

 

・本時の学習内容を生か

して解答する。 

・➀を説明させる問題を

プリントで提示 

 

 

 

 

・本時のふり返りを書き、

学んだことを再確認さ

せる。 

ま

と

め

る 

 

11

分 

８ 学習をふり返る。 

 

・本時のふり返りを書

き、学んだことを再

確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・わられる数とわる数に同じ数をかけても、
商は変わらない。 

・わられる数とわる数を同じ数でわっても、
商は変わらない。 

☆〔思考・判断・表現〕 
商が等しいわり算において、被除数、除数
に着目し、同じ数をかけたり同じ数でわっ
たりする見方がどの式にも当てはまるこ
とに気づき、説明することができる。 

（観察・ノート） 

位ごとに分けて計算すれば、答えをもとめる
ことができる。 

☆〔思考・判断・表現〕 
位ごとに分けて計算すれば、既習の除法計算
ができることを、図や式を用いて説明するこ
とができる。（観察・ノート） 

教科書の図 教科書の図 



- 18 - 

 

（５）板書計画 

３年生 

１０／５ No    ｐ１１５ 

                  課題               まとめ 

問題 

 

                   ○見図、計算、言葉         

                   図               △２ 

式 ６９÷３                               

 

○見 ６０÷３＝２０         計算 

  ２０まいよりは多くなる。      

 

 

 

                  

            

 答え １人分は２３まい 

 

 

 

 

４年生 

１０／５ No    ｐ１０９ 

                  課題                まとめ 

問題 

 

                   決まり→せいしつ 

○見わられる数 わる数 同じ数 商 

 

 

                 

○商はすべて４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４÷１＝４     ２４０÷６０＝４ 

８÷２＝４     ２４÷６＝４ 

２４÷６＝４    ８÷２＝４ 

２４０÷６０＝４  ４÷１＝４ 

    

商が等しいわり算には、どんな
決まりがあるか調べよう。 

・わられる数とわる数に同じ数を
かけても、商は変わらない。 

・わられる数とわる数を同じ数で
わっても、商は変わらない。 

69 まいの色紙を、3 人で同じ数ずつ
分けます。一人分は何まいになりま
すか。 

次のわり算の商をもとめましょう。 
   ４÷ １ ＝（４） 
  ８÷ ２ ＝（４） 
２４÷ ６ ＝（４） 

２４０÷６０＝（４） 
 

計算のしかたを考えよう。 位ごとに分けて計算すれば、答え
をもとめることができる。 

９６を９０と６に分けます。 
十の位は９０÷３＝３０ 
一の位は６÷３＝２ 
３０と２を合わせて、 
答えは３２になります。 

① ９６÷３＝３２ 

９０ ６  90÷3＝30 
          6÷3＝ 2  
                32 

② ８８÷４＝２２ 

③ ６４÷２＝３２ 

④ ７７÷７＝１１ 
 
○ふ 分かったこと 
   思ったこと 

２倍 ２倍 

同じ数をかける 同じ数でわる 

△１ 
①210÷30＝7 
  ↓  ↓ 
  21 ÷ 3＝7 
 
②90÷18＝5 
 ↓  ↓ 
 10÷ 2 ＝5 
 
③200÷25＝8 
 ↓  ↓ 
 800÷100＝8 

÷10 ÷10 

÷9 ÷9 

×4 ×4 

○ふ 
分かったこと 

思ったこと 

教科書の図 

教科書の図 
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○共通部分の捉え 

 ３・４年生同単元の物語文を扱った実践です。本時はどちらも、「場面の移り変わりにともな

って登場人物の気持ちや考えがどのように変化しているか」を捉える場面であり、直接指導と

間接指導が両学年とも同じ流れで展開できる授業構成となっています。 

 また、どちらの学年も登場人物の「行動」「様子」「会話文」といった、同じ手掛かりで読み

を進めたり、導入では、教師側から「今日の内容で似ているところは？」と、両学年の共通点

に気付かせる工夫をしたりすることで、子どもたちは学年が違っても共通した要素で物語を読

むことができることを実感しながら、授業に臨むことができていました。 

 さらに、まとめについても、「（登場人物）は、最初は△△だったが、最後は◇◇になった」

のように共通の文型を示すことにより、本時の目標に沿ったゴールを見通して学習を進めるこ

とにつながりました。 

 

 

 

 

 

 

○効果的な直接・間接指導 

 間接指導の際、学習リーダーが中心となって、教師から与えられた観点に沿って自分たちで

話し合いを進めることができるように工夫されています。これにより、リーダーだけでなく、

子どもたち全体の高まりも感じられました。また、直接指導の際にも必要に応じてペア学習を

取り入れるなど、児童が主体となった授業展開となっていました。 

 今回は気持ちの変化を捉える時間でしたが、自分たちで話し合いを進める中で、気持ちの変

化につながるきっかけとなる出来事や他の登場人物との関わり、情景描写等から民話の面白さ

や物語の魅力に迫ることができると考えられます。 

 学習の最後に、観点を示した両学年共通の振り返りを行うことにより、わかる喜びを実感し

ながら授業に臨んだことがうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

国語 
３・４年 

釜石市立栗林小学校 令和２年１１月２６日（木） 

第３学年 

「三年とうげ」（光村図書） 

第４学年 

「プラタナスの木」（光村図書） 

本実践のポイント 
※本事例は令和２年度の実践です。 

※指導案は次ページに掲載 

 第３・４学年の指導事項は共通したものなので、両学年ともに同様の展開とすること

はわかりやすいですが、同じようなまとめだとしてもそのアプローチ（まとめまでの過

程）の違いに着目させることで、下学年の上学年に対する学びの違いや広がり、尊敬の

念につながると考えられます。複式学級のメリットを活かすという視点で学習活動を展

開したいものです。 

 複式教育の効果的な指導と考えると、本時の重点として直接指導しなければならない

ことは何か、それを学習過程のどこに位置付けるか、いかに子どもの学習状況を適切に

見取って評価するかなどの面から、直接指導の内容を厳選し、間接指導に切り替える内

容を増やしていくことが求められます。 

 また、座席配置などの工夫も効果的です。本実践は、教室の正面と後ろの黒板（移動黒

板）を使用しての授業でした。この形態では、子どもが背中合わせで集中しやすいこと、

授業者の視界に両学年の子どもたちが入ること等のメリットを活かして授業を進めるこ

とができます。 
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第３・４学年国語科学習指導案 

 

〈第３学年〉 

１ 単元名   三年とうげ（光村図書） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元の重点指導事項は、学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

 第３・４学年  

【知識・技能】 

（１）オ 様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質

や役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

Ｃ 読むこと 

（１）イ 登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。 

エ 登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと 結び付けて具体的に想像

すること。 

この教材は、民話のおもしろさに触れる中で、場面の移り変わりにともなって変化する登場人物の気持ちを、

具体的に想像する力を育むことをねらいとしている。 

 

（２）児童について 

   （略） 

 

（３）指導について 

    本単元では、民話の組み立てを捉え、民話のおもしろさについて「民話紹介カード」にまとめ、友達に伝え

る活動を設定した。単元の導入場面において、教師が作った「民話紹介カード」を提示し、単元のゴールを明

確にする。児童が分からない語句については、辞書で意味調べをさせておく。 

本時の指導に当たっては、学習リーダーを中心にして、教師が与えた観点に沿って自分達で話し合いを進め

させたい。また、児童の学びを見取るために、振り返りの場面において、間接指導で行われた学び合いの結果

を学習シートにまとめて発表させ、学習の最後に観点に示した振り返りを行うことにより、分かる喜びを実感

させていきたい。 

 

３ 単元の指導目標 

○登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

○民話の物語の組み立てを捉え、「民話紹介カード」に考えをまとめることができる。 

  

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様子や行動を表す語句

について理解を深めて

いる。（１）オ 

・登場人物の行動や気持ちについて、叙述を基

に捉えている。C(１)イ 

・登場人物の気持ちの変化について、場面の移

り変わりと結び付けて想像している。C(１)エ 

・物語の組み立てや登場人物

の変化に着目しながら、民

話のおもしろさについて進

んで考えたり、紹介したり

しようとしている。 
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日 時： 令和２年 １１月２６日（木）３校時 

児 童： 第３学年５名 第４学年７名 

指導者： 紺野 悟 

〈第４学年〉 

１ 単元名   プラタナスの木（光村図書） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元の重点指導事項は、学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

 第３・４学年  

【知識・技能】 

（１）オ 様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにすること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 Ｃ 読むこと 

（１）オ 登場人物の気持ちや性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像するこ

と。 

   イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。 

この教材は、登場人物の気持ちや考えの変化を捉える力を育むことをねらいとしている。 

 

（２）児童について 

   （略） 

 

（３）指導について 

    本単元では、「物語紹介カード」に自分が感じた物語の魅力について友達に紹介する活動を設定した。 

単元の導入場面において、教師が作った「物語紹介カード」を提示し、単元のゴールを明確にする。児童が

分からない語句については、辞書で意味調べをさせておく。「登場人物の気持ちの変化」を読み取るため

に、根拠となる文にサイドラインを引かせる。その際、適宜ペア学習を行わせ、児童が自分や友達の考えに

ついて深く考え、自信を持てるようにする。 

本時の指導に当たっては、学習リーダーを中心にして、教師が与えた観点に沿って自分達で話し合いを進め

させたい。また、児童の学びを見取るために、振り返りの場面において、間接指導で行われた学び合いの結果

を学習シートにまとめて発表させ、学習の最後に観点に示した振り返りを行うことにより、分かる喜びを実感

させていきたい。 

 

３ 単元の指導目標 

○登場人物の気持ちや性格、情景について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

 ○登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができる。 

 ○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様子や行動、気持ちや

性格を表す語句の量を

増やし、語彙を豊かに

している。（１）オ 

・登場人物の行動や気持ちについて、叙述を基

に捉えている。C（１）イ 

・登場人物の気持ちの変化について、場面の移

り変わりと結び付けて想像している。C(１)エ 

・積極的に登場人物の気持ち

の変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結

び付けて具体的に想像し、

「物語紹介カード」を書こ

うとしている。 
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５ 単元の指導計画（７時間）<第３学年> 

 

 時数   

数 

主な学習内容 評価規準 

第１次 

学習の見通し 

１ ・民話について知り、物語の組み立てはどのようなものかを

知り、これからの学習の見通しをもつ。 

・本文を全文通読し、物語のおもしろさについて感想を伝え

合う。 

 

 

 

・態民話について知り、おもしろさ

について考え、これからの学習の

おおよその見通しをもつことがで

きる。 

 

第２次 

物語の組み立てや、登場

人物の気持ちの変化を捉

える 

２ 

 

・物語の組み立てを捉える。 ・知登場人物の様子や行動、気持ち

を表す言葉に着目している。 

・思登場人物の気持ちの変化につい

て、叙述を基に考えている。 

・思登場人物の気持ちの変化につい

て、場面の移り変わりと結び付け

て想像している。 

３ 

本時 

・物語を通して、誰が、何によって、どのように変わった

のかを考える。 

 

４ ・「おじいさん」の気持ちの変化について場面の移り変わ

りと結び付けて想像し、「三年とうげ」のおもしろさに

ついて考える。 

第３次 

民話を紹介する 

 ５ 

 ６ 

 

 ７ 

・自分が選んだ民話のおもしろさを「民話紹介カード」に

まとめる。 

 

・お互いの「民話紹介カード」を読み、感想を伝え合う。 

・単元の学習を振り返る。 

・思登場人物の気持ちの変化につい

て、場面の移り変わりと結び付けて

想像している。 

・態物語の組み立てや登場人物の気持

ちの変化に着目しながら、民話のお

もしろさについて進んで考えたり、

紹介したりしようとしている。 

 

 

 

 

 

 

６  本時の指導 

  （１）本時の目標 

   登場人物の気持ちの変化を考えるために行動や様子を表す言葉に着目し、おじいさんの気持ちについて考

えることができる。 

 

（２）評価規準 

観点 概ね満足できる 努力を要する児童への手だて 

読むこと ・行動や様子を表す言葉に着目し、おじいさんの気

持ちについて考えている。 

 

・行動や様子を表す言葉を具体的に伝え、ど

んな気持ちが想像できるか一緒に考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

５ 単元の指導計画（７時間）<第４学年> 

 

 時数  

数 

主な学習内容 評価規準 

第１次 

学習の見通し 

１ ・単元のめあてを確認し、学習の見通しをもつ。 

 

・態単元のめあてや学習計画を理解し、

「プラタナスの木」を進んで読もうと

したり、物語を紹介する文章を書く活

動に意欲をもって取り組もうとしたり

している。 

 

 

 

 

第２次 

登場人物の気持ちを読み取

る 

２ ・場面を確かめ、それぞれの場面の様子や出来事をまと

める。 

 

・思会話文や行動、情景などの叙述に着

目して、登場人物の変化などを読み取

っている。 

・知叙述に着目して読むことで、様子や

行動、気持ちを表す語句の量を増やし

ている。 

・思場面と場面のつながりを考えたり、

自分と照らし合わせて具体的に想像し

たりしながら読み、登場人物の変化や

そのきっかけを考えている。 

３ 

本時 

・物語の最初と最後でマーちんがどのように変化したの

かを考える。 

４ ・マーちんが変わるきっかけとなった出来事についての

自分の考えをまとめる。 

・マーちんが最後の場面で感じていたことや物語のその

後について想像し、自分の考えをまとめる。 

第３次 

紹介する文章を書く 

５ 

６ 

７ 

 

・「プラタナスの木」の魅力についてまとめ、紹介する文

章を書く。 

・紹介する文章を読み合い、感想を伝え合う。 

・単元の学習を振り返る。 

・思紹介する文章を友達と読み合い、良

さを見つけたり、自分の考えを広げた

りしている。 

・態友達と感想を伝え合う活動に、進んで

取り組んでいる。 

 

 

 

６  本時の指導 

  （１）本時の目標 

登場人物の変化について読み取り、物語の最初と最後で登場人物がどのように変化したのかを考えることが

できる。 

 

（２）評価規準 

観点 概ね満足できる 努力を要する児童への手だて 

読むこと ・物語の最初と最後で登場人物がどのように変化し

たのか叙述から理由を考えている。 

・考える視点を具体的に与え、一緒に考え

る。 
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（３）展開 直接     間接  あ 

段

階 

第３学年 
形

態 

第４学年 
段

階 
指導上の留意点（・） 

評価（◆） 

学習活動と学習内容 学習活動と学習内容 指導上の留意点（・） 

評価（◆） 

 

つ

か

む 

 

１

０

分 

 

・民話がどのような組み立

てになっていたかにつ

いて、表を基に確認す

る。 

 

 

 

・「様子を表す言葉」、「行

動」に着目させる。 

 

 

 

 

・「リーダー学習の手引き」

を活用させる。 

 

 

 

 

１ 前時の復習をする。 

・民話の組み立てを確認する。 

 

２ 学習課題を設定する。 

 

 

３ 課題解決の見通しをもつ。 

・おじいさんの気持ちを読み取る

には、何に着目するか確認す

る。 

（学習リーダーが進める。） 

①音読する 

②おじいさんの気持ちがわかる

ところに線を引く 

③友達と交流する。 

④プリントに書く 

   １ 前時の復習をする。 

・５つの場面の様子や出来事につい

て確認し合う。 

 

２ 学習課題を設定する。 

 

 

・一の場面を読む。 

（学習リーダーがすすめ

る） 

・最初と最後で考え方が

変わった人物を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

つ

か

む 

 

１

０

分 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

２

５

分 

  ３ 課題解決の見通しをもつ 

・読む視点を与える。 

① 四、五の場面を音読する。 

②マーちんの考えが分かるところ

に線を引く。 

③プリントに書く 

・プラタナスの木への思

い、自然に対する気持ち

の変化を考えさせる。 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

２

５

分 

・どの叙述から想像したの

かを随時確認する。 

◆叙述を基に登場人物の

気持ちを考えている。 

 （ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

◆場面の移り変わりと結

び付けて具体的に登場

人物の気持ちを想像し

ている。（ワークシート、

発言） 

４ 線を引いた文を確認する 

・おじいさんの気持ちがわかるか

どうかを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 場面ごとのおじいさんの様

子について考え、まとめる 

 

（学習リーダーが進める。） 

①それぞれの場面のおじいさ

んの気持ちについてまとめる。 

  ②交流する。 

 

 

  ４ 考えを交流する 

・線を引いた文を伝え合い、マーち

んの気持ちについて交流する。 

 

（学習リーダーが進める） 

①友達とプリントを見せ合う。 

②線を引いた理由を話し合う。 

③黒板にそれぞれの考えを書き、互

いの考えを共有する。 

 

 

５ 考えを深める 

・マーちんの気持ちがどのように変

わったか学び合う。 

 

・友達と考えを伝え合う

時の視点を与える。 

・友達の考えを聞いてい

いと思ったところは、自

分のプリントに書き足

す。 

 

 

 

 

 

 

・児童が黒板に書いたこ

とを基に、登場人物の考

えがどのように変化し

たか考える。 

  

 

 

 

 

 

おじいさんの気持ちがどのように変わったか考えよう。 

マーちんがどのように変わったのか考えよう。 
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段

階 

第３学年 
形

態 

第４学年 
段

階 
指導上の留意点（・） 

評価（◆） 

学習活動と学習内容 学習活動と学習内容 指導上の留意点（・） 

評価（◆） 

ま

と

め

る 

 

１

０

分 

・学習したことを基に、自分の

言葉でまとめさせる。 

◆行動や様子を表す言葉に着

目して、登場人物の気持ちを

とらえている。 

（ワークシート、発言） 

 

・今日の学習で分かったこと

や友達の考えの良かったと

ころなどについて振り返ら

せる。 

６、学習のまとめを行う。 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りを行う 

 

 

 

８ 次時の確認をする。 

  ６ 学習のまとめを行う 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りをする 

 

 

 

８ 次時の確認をする。 

 

・交流したことを基に自分の登

場人物の変化について言葉

でまとめさせる。 

◆会話文や行動、情景などの叙

述に着目して、登場人物の変

化を読み取っている。 

（ワークシート、発言） 

・今日の学習で分かったことや

友達の考えの良かったとこ

ろなどについて振り返らせ

る。 

 

 

ま

と

め

る 

 

１

０

分   

 
７  板書計画 
   第3学年            
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第4学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
年
と
う
げ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｐ70
 

お
じ
い
さ
ん
は
真
っ
青
に
な
り
が
た
が
た
ふ
る
え
ま
し
た
。 

○
お
じ
い
さ
ん
の
気
持
ち
が
く
わ
し
く
そ
う
ぞ
う
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
そ
う
。 

 

行
動 

様
子
を
表
す
言
葉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
じ
い
さ
ん
の
き
も
ち 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                 
  

場
面
に
よ
っ
て
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

出
来
事
の
起
こ
り
か
ら
む
す
び
で
気
持
ち
が
大
き
く
変
わ
っ
た
！ 

 

お
じ
い
さ
ん
の
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
考
え

よ
う
。 

 

お
じ
い
さ
ん
は
、
最
初
は
○
○
だ
っ
た
が
、
△
△
が
～
～
～
し

た
お
か
げ
で
、
最
後
に
は
○
○
に
な
っ
た
。 

 

 
 
 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

  

    
 

                                         

 

マ
ー
ち
ん
の
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
に
か
わ
っ
た
の
か

考
え
よ
う
。 

 
 

マ
ー
ち
ん
は
、
最
初
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
を
○
○
と
思
っ
て
い
た

が
、
最
後
は
、
○
○
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

理
由
は
、
～
～
～
～
と
い
う
文
か
ら
～
～
～
な
こ
と
が
伝
わ
る
か

ら
で
す
。 

マーちんは、最初はプラ
タナスの木を○○と思っ
ていたが、最後は○○と思
うようになった。 
理由は、～～という文か

ら～～～ということが伝
わるからです。 

おじいさんは、最初
は○○だったが、△△

が～～～したおかげ
で最後は、○○になっ
た。 

お
じ
い
さ
ん
は
、
ふ
と
ん
か
ら
顔
を
出

し
ま
し
た
。 

ふ
と
ん
か
ら
は
ね
起
き
る
と
、
三
年
と

う
げ
に
行
き
、
わ
ざ
と
ひ
っ
く
り
返
り
、

転
び
ま
し
た
。 

 

お
じ
い
さ
ん
は
、
す
っ
か
り
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。 

あ
ん
ま
り
う
れ
し
く
な
っ
た
の
で
、
に

こ
に
こ
笑
い
ま
し
た
。 

す
っ
か
り
元
気
に
な
り
、 

美
し
い
な
が
め
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。 

お
じ
い
さ
ん
は
真
っ
青
に
な
り
、 

が
た
が
た
ふ
る
え
ま
し
た
。 

お
ば
あ
さ
ん
に
し
が
み
つ
き
ま
し
た
。 

お
じ
い
さ
ん
は
、
ご
飯
も
食
べ
ず
に
、 

ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
こ
み
、 

  

始まり むすび 出来事の
起こり 

出来事の
かいけつ 

うれしい 思いつく 
とても 
悲しい 

おだやか 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
へ
の
思
い 

自
然
に
対
す
る
気
持
ち 

最初 最後 

木
が
生
え
て
い
る
だ
け 

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る 

な
ん
と
も
お
も
っ
て
い
な
い 

た
だ
の
木 

プ
ラ
タ
ナ
ス
公
園
に
走
っ
た
。 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
切
り
か
ぶ
の
上
に
立
っ
て
み
た
。 

「
根
に
支
え
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ
よ
。」 

み
ん
な
が
木
の
み
き
や
枝
に
な
っ
た
み
た
い
だ
。 

ぼ
く
た
ち
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
公
園
は
変
わ
ら
な
い
。 

 

大
切
な
木 

生
き
て
い
る
木 
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○指導過程の工夫 

  ３年生２名、４年生１名の少人数の複式学級です。本実践では、両学年の内容項目を揃える

ことにより、導入と終末に異学年の３人が関わり合いながら学ぶことができるように工夫して

います。 

    【共 通 導 入】価値についての意識を高め, 話し合いの方向をつかむ 

    【学年別指導】それぞれの学年の教材（教科書）で価値について深める 

    【共 通 終 末】自己を見つめ, 自己の生き方について考えを深める 

 

 

 

○自分の考えと他者の考えをつなげる交流の工夫 

  少人数の複式学級では、他者との対話によって考えを深めること

が難しいという声が聞かれます。そこで、３年生では動作化や「感

情カード」の活用により、児童２名から多様な考えを引き出す工夫

をしています。４年生では、架空の人物である「大川君」を登場さ

せ、「大川君からの手紙」を提示することで、１名での学びでも多様

な考え方、感じ方に触れることができるように工夫されています。 

○振り返りの工夫 

  本実践では、次の２つの視点で振り返りの充実を図っています。 

  ①学習と自分の成長をつなぐ（自己の変容への気づき） 

    道徳的価値についての理解を導入時と比較したり、自分とは異なる考えへの理解を深め 

   たりしながら自己の変容の気付きを促す。 

  ②自分の学びと活用場面をつなぐ（活用） 

    道徳的価値についての理解を基に、今後自分は何を大切にして生きていこうとするか等 

   の振り返りの視点をもたせる。 

  終末で道徳的価値への考えを聞き比べ、共通しているところや異なるところに着目させなが

ら、自己の生き方について考えを深めることができるように工夫されています。 

 

 

 

 

 

 

道徳 
３・４年 

岩泉町立大川小学校  令和３年１１月３０日（火） 

第３学年 

主題名 言われたときの心 

    【B(6)親切, 思いやり】 

教材名 ぽかぽか言葉 

   （学研「新・みんなの道徳３」） 

第４学年 

主題名 気持ちの通い合い 

    【B(6)親切, 思いやり】 

教材名 温かい言葉 

   （学研「新・みんなの道徳４」） 

本実践のポイント ※指導案は次ページに掲載 

 学年別指導の際には、資料の範読にデジタル教科書が活用されています。 

１人１台端末は、間接指導での有効なツールとして活用が期待されます。 

 「いわて道徳教育ハンドブック」の P17 で、複式指導における指導の 

工夫について取り上げていますので、ご参照ください。 

https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/

gakkou/shouchuu/1006363/1028251.html 

 

https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/gakkou/shouchuu/1006363/1028251.html
https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/gakkou/shouchuu/1006363/1028251.html
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第３・４年道徳科学習指導案（抜粋） 

日時  令和３年１１月３０日（火） 

場所  ３・４年教室 

                             児童  ３年 男子２名 女子０名 計２名 

                                 ４年 男子１名 女子０名 計１名

授業者 伊藤 樹梨藍 

 

〈３年〉 

１ 主題名 言われたときの心【B(6)親切, 思いやり】 

教材名 ぽかぽか言葉 

（学研「新・みんなの道徳３」） 

〈４年〉 

１ 主題名 気持ちの通い合い【B(6)親切, 思いやり】 

教材名 温かい言葉 

（学研「新・みんなの道徳４」） 

 

２ 主題設定の理由 

（４）指導にあたって 

小規模学級の良さを生かしながら, 次のような手だてを講じ, 学びをつないで考える子どもの育成をめざす。 

〈学びをつなげて表現する子どもの姿〉 

３年 

 役割演技を通して出された感想をもとに, ぽかぽか

言葉ととげとげ言葉の違いについて話し合い, 言葉に

よって, 言われた人の心がどのように変わっているの

かを考えるとともに,  言葉を使うときに大切にする

べきものは何かを考えることを通して判断する姿。 

４年 

 「初めのお兄さんの行為」は親切といえるのか考え

た根拠をもとに, 「断れても怒らずに謝り励ますお兄

さんの姿やそれに応じる男の子の姿」から, 本当の親

切とは何か考えを広げ, 相手の気持ちを考え尊重して

行動しようと判断する姿。 

【手だて１：交流の指導】 

① 自分の考えと他者の考えをつなげる交流 

・「大川君の言葉」を提示し, 異なる考えに触れながら多面的・多角的に考えることができるようにする。 

（４年生） 

・交流に入る前に考える視点をもたせることで, 自分の考えに根拠をもたせ, 異なる考えに触れながら多面的・ 

多角的に考えることができるようにする。（３年生） 

・終末で道徳的価値への理解を聞き比べ, 共通しているところや異なるところに着目し, 自分の考えが 

広げられるようにする。（３・４年生） 

 

【手だて２：振り返りの工夫】 

① 学習と自分の成長をつなぐ（自己の変容への気づき） 

・道徳的価値についての理解を導入時と比較したり, 自分とは異なる考えへの理解を深めたりしながら自己の

変容の 

気付きができるようにする。（３・４年生） 

② 自分の学びと活用場面をつなぐ（活用） 

・道徳的価値についての理解を基に、今後自分は何を大切にして生きていこうとするか等の振り返りの視点をも 

 たせたり、話型を使ったりして考えられるようにする。（３・４年生） 
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３ 本時の指導計画 

３年 

（１） ねらい 

動作化や役割を演じるといった体験的に理解する

活動を通して, 言葉には人をうれしい気持ちにさせる

言葉と反対に傷つけてしまう言葉があることを理解

し, 相手の気持ちを考えて適切に使おうとする態度を

養う。（道徳的態度） 

 

（２）評価の視点 

 動作化や演じることを通して, 言葉には, 人をうれ

しい気持ちにする言葉と人を傷つけてしまう言葉が

あることを多面的・多角的に考えている。 

 

４年 

（１） ねらい 

相手の気持ちを考えることの大切さについて自覚

を深め, 進んで親切にしようとする心情を育てる。 

（道徳的心情） 

 

 

 

（２）評価の視点 

親切な行為には, 自分の思いも大切だが, 相手の気

持ちに寄り添うことが大切であるということについ

て多面的・多角的に捉えて考えている。 

（３）展開 

 ３年  

形態 

４年 

段

階 

指導上の留意点 

（◇評価） 

学習活動 

〇中心発問 ●基本発問 

・予想される反応  

学習活動 

〇中心発問 ●基本発問 

・予想される反応 

指導上の留意点 

（◇評価） 

導
入 

５

分 

・これまでの経
験を振り返り 

ねらいとする

価値の方向付

けをする。 

１． 価値についての意識
を高め, 話し合いの
方向をつかむ。 

●思いやりとはどんなこ
とだろう。 

・やさしくする。傷つけな
いようにする。 

・親切にする。・手伝う。・
助ける。 

  １．価値についての意識を
高め, 話し合いの方向
をつかむ。 

●思いやりとはどんなこと
だろう。 

・やさしくする。傷つけない
ようにする。 

・親切にする。・手伝う。・助
ける。 

・これまでの経
験を振り返り 
ねらいとする
価値の方向付
けをする。 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

・教材文を黙読
するよう指示
を出しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
２．課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

２．  課題を確認する。 
 
 
 
 
３．教材文を読み,話し合

う。 
（１）登場人物の確認後, T

２と役割演技を行い, 
考えたことを交流す
る。 

・「やめろ」は冷たい言葉。 
・「ごめんね」「ありがとう」
は温かい言葉。 

・読む視点を確
認する。 

・教材文を読ん
だ後の指示を
出しておく。 

・デジタル教科
書を使う。 

 
 
 
 
・矢印カード等

を貼り気持ち
を 視 覚 化 す

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

思いやりは, どうすれ

ば伝わるのだろう。 

思いやりは, どうすれ

ば伝わるのだろう。 
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・教材文を読ん
だ後に, 次の
指示を出して
おく。（役割演
技の進め方等） 

 
・ペアで動作化
させる。 

【手だて１：交流
の工夫】 
・動作化した後,
どんな気持ちに
なったか,どん
な言動になりそ
うか選択肢や視
点をもたせ話し
合いに参加しや
すくする。 
（ワークシート,

感情カード） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ぽかぽか言葉
ととげとげ言
葉の違いにつ
いて, 交流を
通して多面的・
多角的に考え
られたか。（ワ
ークシート・発
言） 

 
・言葉の感じ方
について整理
する。 

 
 
 
 
 
 
・個人で考えて

いる間に４年
生の考えを確
認する。 

 
 

３．教材文を読んで話し
合う。 

（１）登場人物の心情に
ついて役割演技をし
ながら話し合う。 

●とげとげ言葉とぽかぽ
か言葉を言われたとき
の気持ちを選ぼう。 

 
・ぽかぽか言葉は, 言わ
れるとうれしい。 

・ぽかぽか言葉は, 気持
ちが明るくなる。 

 
・とげとげ言葉は, 言わ
れると悲しい。 

・とげとげ言葉は,つらい
気持ちになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）教材について話し

合い, 価値について
考える。 

〇とげとげ言葉とぽかぽ
か言葉を言われたとき
の気持ちのちがいは何
だろう。 

・ぽかぽか言葉は, 相手 
の気持ちを考えている 

・とげとげ言葉は, 相手
の気持ちを考えていな
い。 

・思いやりがあるかない
か。 

・言葉によって, 言われ
た人の心が変わってい
るな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●思いやり（温かい心）は, 
どうすれば伝わるんだ
ろう。 

・相手の気持ちを考えて 
 話せば伝わる。 

  

（２）登場人物の心情につ
いて考える。 

●お兄さんは, どんな気持
ちで男の子に謝ったのだ
ろうか。 

・がんばりたい気持ちを分
かってあげられなくてご
めんね。 

●男の子はどんな気持ちで
「ありがとう」と言った
のだろう。 

・気持ちを分かってくれて
ありがとう。 

 
（３）教材について話し合

い, 価値について考え
る。 

〇２人の様子から, お兄さ
んの思いやりは, どう
して伝わったのだろう
か。 

・自分の気持ちよりも相手
の気持ちを考える。 

・相手の立場に立って気持
ちを考える。 

・相手が本当にしたいこと
を聞いてあげる。 

・相手が本当に望むことを
考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●思いやりは, どうすれば
伝わるのだろう。 

・相手の気持ちを考えて話
せば伝わる。 

・何でも助けることだけが
親切ではない。 

 
 
 
 
 
 
 

る。 
 
 
 
 
【手だて１：交流
の工夫】 
「大川君からの
手紙」を提示
し, 異なる考
えに触れる。 

・２人は思いが
通じ合ったこ
とを確認する。 

 
◇親切な行為は,

相手の気持ち
に寄り添うこ
とが大切であ
ることを多面
的・多角的に
考 え ら れ た
か。（ワークシ
ート・発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・個人で考えて

いる間に 3 年
生に指示を出
す。 

・「しょう君から
の手紙」を提
示し, 異なる
考 え に 触 れ
る。 

・振りかえりの
指示を出して
おく。 
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終
末 

10 

分 

 

【手だて２：振り
返り】 

・道徳的価値へ
の理解を導入
時と比較した
り, 自分とは
異なる考えへ
の理解を深め
たりしながら
自己の変容の
気づきができ
るようにする。 

 
・道徳的価値を
生かし, 今後
自分は何を大
切にして生き
ていこうとす
るか等の振り
返りの視点を
もたせたり話
型を使ったり
して考えられ
るようにする。 

 
・３・４年生の考
えた道徳的価
値への理解を
聞き比べ, 考
えを広げるこ
とができるよ
うにする。 

６．自己を見つめ, 自己の
生き方について考えを
深める。  

●これまでの自分は, 話
すときに何か意識して
いたかな。 

・これまでは, 話すとき
には、相手の気持ちを
考えることまで考えて
いなかったかもしれな
い。 

・少しは意識して相手の
ことも考えていたけど, 
冷たい言葉はどうだっ
たかな。 

 
●体験や話し合いをして
みて, 多く使いたい言
葉はどちらですか。そ
れは, なぜですか。 

・とげとげ言葉は相手の
気持ちを悲しくさせる
から使わないようにし
たい。 

・相手の気持ちになって
言葉を使いたい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．自己を見つめ, 自己の生
き方について考えを深め
る。 

●これまでの自分は, 相手
の気持ちを考えて親切に
できていただろうか。 

・これまでは、相手の気持ち
まで考えていなかったか
もしれない。 

・考えていたこともあった
けれど, いつもじゃなか
った。 

 
●これから、どんなことを
大切にしたいですか。 

・相手の気持ちを確かめて
から手伝いたい。 

・手伝った方がいいかどう
か聞いてみたい。 

・相手の本当の気持ちを考
えていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 

【手だて２：振り
返り】 

①道徳的価値へ
の理解を導入
時と比較した
り, 自分とは
異なる考えへ
の理解を深め
たりしながら
自己の変容の
気づきができ
るようにする。 

 
②道徳的価値を
生かし, 今後
自分は何を大
切にして生き
ていこうとす
るか等の振り
返りの視点を
もたせたり話
型を使ったり
して考えられ
るようにする。 

 
・３・４年生の考
えた道徳的価
値への理解を
聞き比べ, 考
えを広げるこ
とができるよ
うにする。 
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（４）板書計画 

①３年 

ぽかぽか言葉 

 

                           

 

  

 

 

 

【ちがい】 

相手のことを考えている。 相手の気持ちまで考えていない。 

思いやりがある。     思いやりがない。 

温かい心になる。    冷たい心になる。 

 

 

② ４年 

温かい言葉 

 

●思いやり 

・やさしくする。 

・親切にする。 

・手伝う・助ける。 

 

 

【ふりかえり】 

●３年 

相手の気持ちを 

考える。 

●４年。 

相手の気持ちを考える。 

相手の本当にしたいことを 

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いやり（温かい心）は, どうすれば伝わるのだろう。 

ぽかぽか言葉で 

☺ 

 

 

とげとげ言葉で 

       😢 

       

 

思いやり（温かい心）は，相手がどう思うか考

えたり，相手の気持ちを考えたり，相手が嫌な

きもちにならないかを考えたりしてから話せ

ば伝わる。 

思いやりは, どうすれば伝わるのだろう。   

○兄手伝ってあげるよ 

？ 

         冷 

○子やめろ 

 

 

○兄ごめんね 

温 

       温 

○子ありがとう 

 

 

おせっかい 思いやり× 

思いやりが 

伝わった 

・自分の気持ちよりも相手の気持ちを考える。 
・相手の立場に立って気持ちを考える。 
・相手が本当にしたいことを聞いてあげる。 
・相手が本当に望むことを考える。 
・何でも助けることだけが親切ではない。 

 

がんばりたい気持ちを分か

ってあげれなくてごめんね。 

気持ちを分かってくれ 

てありがとう。 

 



- 32 - 

 

≪ワークシート≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪大川君からの手紙、しょう君からの手紙≫ 
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○資質・能力の育成において効果的な言語活動を位置付ける 

 本実践では，単元で身に付けさせたい資質・能力の育成に向

けて，単元分析シートを用いて単元を構想しています。 

・この単元でどんな力を身に付けさせるのかを明確にし，言語

活動をどのような課題解決の過程として位置付けるのかを

考え，２学年のつながりを大切にするための分析シートとな

っています。 

・一人ひとりが，要旨をまとめる活動をとおして，自分の考え

を整理し，それを基に発表し合うことで，少人数集団であっ

ても自分の考えを再構築したり，考えの幅を広げたりする活

動を大切にしています。 

○児童相互で学び合う場を設定する 

・間接指導時の学習活動について，自分たちで進められる

ように学習の流れを黒板に示しています。これにより学

習リーダーを中心に協働的に学ぶことができています。

また，話合いをする場合は，「考えを出し合うのか」「考

えを 1つにまとめるのか」「考えを分類するのか」など，

話し合う目的やゴールを明確にしています。 

・授業者と児童の一問一答にならないように，友達の考え

を聞いてどう考えたかを問い返すことで，児童の考えの

広がりを促しています。 

○２学年で学びを共有する振り返りの場面を設定する 

 本実践では、次の２つの視点で振り返りを設定しています。 

・児童が，学習したことの成果と課題及び学習の有用性を

自分の言葉で書きまとめ，自らの学びの調整に役立てて

います。また，共通終末で２つの学年で振り返りを伝え

合うことで，共通導入からの学習の成果を実感し，複式

学級に一体感が生まれ，学習意欲が高まるなどの効果が

期待できます。 

・授業者は，児童の振り返りを授業の改善に役立てています。児童が書いた振り返りから，単

元で育成する資質・能力に対して本時の学習が適切であったかどうかを授業者自身が授業振

り返り、次時の指導に生かしています。 

国語 
５・６年 

洋野町立角浜小学校  令和３年１０月１日（金） 

第５学年 

単元名 テクノロジーとの関わりに

ついて考えをまとめよう 

教材名 「弱いロボット」だからでき

ること 

    資料「テクノロジーが見せ

る未来」 

   （東京書籍 「新しい国語五」） 

第６学年 

単元名 自分の生き方について考え

よう 

教材名 プロフェッショナルたち 

   （東京書籍 「新しい国語六」） 

本実践のポイント ※指導案は次ページに掲載 
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第５学年国語科学習指導案 

                                                      日 時  令和３年１０月１日（金） ３校時 

児 童  男子４名          計４名 

指導者  山口 有希子 

 

１ 単元名  テクノロジーとの関わりについて考えをまとめよう 

 

２ 教材名  ・「弱いロボット」だからできること  

・資料「テクノロジーが見せる未来」 （東京書籍 ５年） 

 

３ 単元について 

（１）目標 

  〔知識及び技能〕 

・文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類と 

その特徴について理解することができる。                       （１）カ 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把握することがで

きる。                              Ｃ（１）ア構造と内容の把握 

・文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをまとめることができる。  Ｃ（１）オ考えの形成 

「学びに向かう力，人間性等」 

  ・言葉がもつよさを認識するとともに，国語を大切にして思いや考えを伝え合おうとする。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，話や

文章の構成や展開，話や文章の

種類とその特徴について理解し

ている。     （（１）カ） 

①「読むこと」において，事実と感

想，意見などとの関係を叙述を基

に押さえ，文章全体の構成を捉え

て要旨を把握している。 

（Ｃ（１）ア） 

②「読むこと」において，文章を読

んで理解したことに基づいて，自

分の考えをまとめている。 

（Ｃ（１）オ） 

①進んで自分の考えをまとめ，

学習の見通しをもって，分か

ったことや考えたことを文章

にまとめたり友達に伝えたり

しようとしている。 

（３）児童について 

（略） 

（４）教材について 

主教材である『「弱いロボット」だからできること』は，テクノロジーが加速度的な進歩を遂げる中，そ

の背景にある「便利で高い性能を持つものほどよいものだ」という一般的な考え方に警鐘を鳴らすもので

ある。これに対し，資料「テクノロジーが見せる未来」は，人間の力を超えたテクノロジーの姿や，それ

が見せる豊かな未来を主張している。それぞれの主張に異なる視点がある２つの文章であり，多面的に読

む力を身に付けるのに適した教材である。 

（５）指導について 

本単元では，テクノロジーの進化について考えの違う『「弱いロボット」だからできること』と資料「テ

クノロジーが見せる未来」を読み比べ，自分の考えを書きまとめる言語活動を位置付けた。同じテーマで

筆者の考え方が異なる文章を読み比べることは，多面的な読み方について学び，さらに読んで考えたこと

を書きまとめるという資質・能力を育成することができると考えた。 

指導について次の２点に留意する。１つ目は，要旨を本論の内容と関連付けて捉えることである。要旨

に説得力をもたせるための事例を既習内容を活用してつかめるようにしたい。２つ目は，友達との交流を

自らの学びに生かすことである。本単元では，読み取ったことを基に自分の考えを交流する。自分の考え

を整理したり広げたりするため交流の際には，お互いの意見の相違点に着目して聞き可視化できるように

する。そうすることで，考えが変容したり，友達の考えを受け入れ，自分の考えを広げたりできるように

したい。 
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第６学年国語科学習指導案 

                                                      日 時  令和３年１０月１日（金） ３校時 

児 童  男子３名 女子２名     計５名 

指導者  山口 有希子 

 

１ 単元名  自分の生き方について考えよう 

 

２ 教材名  プロフェッショナルたち（東京書籍 ６年） 

 

３ 単元について 

（１）目標 

  〔知識及び技能〕 

・思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化

について理解し，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うことができる。                               

（１）オ 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把握することがで

きる。                              Ｃ（１）ア構造と内容の把握 

・文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げることができる。   Ｃ（１）カ共有 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさを認識するとともに，国語を大切にして思いや考えを伝え合おうとする。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①思考に関わる語句の量を増

し，話や文章の中で使うとと

もに，語句と語句との関係，語

句の構成や変化について理解

し，語感や言葉の使い方に対

する感覚を意識して，語や語

句を使っている。 

（（１）オ） 

①「読むこと」において，事実と感

想，意見などの関係を叙述を基に

押さえ，文章全体の構成を捉えて

要旨を把握している。 

（Ｃ（１）ア） 

②「読むこと」において，文章を読

んでまとめた意見や感想を共有

し，自分の考えを広げている。 

         （Ｃ（１）カ） 

①進んで自分の考えを広げ，学

習の見通しをもって，分かっ

たことや考えたことを文章に

まとめたり友達に伝えたりし

ようとしている。 

 

 

 

 

（３）児童について 

（略） 

（４）教材について 

本教材は，３人のプロフェッショナルが登場し，それぞれの人物の体験や思い，考えを語り手が述べて

いる部分と登場人物自身が述べる部分とで構成されている。中学校へ進学する児童にとって，自分の将来

と関わらせて考えられるテーマであり，要旨を押さえ，自分の生き方について，まとめるのに適した教材

である。 

（５）指導について 

本単元では，３人のプロフェッショナルの仕事に対する思いを知り，さらに，地域の方に直接話を聞き，

自分の将来の夢についての考えを広げ文章にまとめるという言語活動を位置づけた。教材文を読んだり，

地域の方に話を聞いたりする活動を通して，児童自身が考えるプロフェッショナルとはどんな人かを友達

と交流し合うことで，資質・能力を育成することできると考えた。 

指導については，次の２点に留意する。１つ目は，「プロフェッショナルたち」を読み，３人に共通する

思いを捉えさせることである。共通する思いを捉えることで，自分の生き方と照らし合わせることができ

ると考えたからである。２つ目は，友達との交流を通して自分にとってのプロフェッショナルとは何かを

考えさせることである。自分で考えた後に，友達と交流することで考えが整理されたり，共感してもらう

ことで自信につながったりすると考える。そのため，自分で考える時間を十分に確保したうえで，友達同

士の交流にのぞむことができるようにしたい。 
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（６）指導と評価の計画（５年生…８時間，６年生…９時間） 

 ５年生 ６年生 

次 時 
○学習活動，・手立て，●評価規準（記録に残す）★評価規準（指導にいかす），［ ］は観点，下線は

評価するもの 

１ 

 

１ 

 

２ 

〇教師のモデルを見て単元のゴールを知り，学習材を読み，学習計画を立てる。 

・５年生と６年生の学習の目的を明確にして，学習の振り返りから単元計画を立てられるようにする。 

・５年生は，テクノロジーの進歩についてどのような考えをもっているかまとめられるようにする。 

・６年生は，３人の職業・仕事の内容・プロフェッショナルとしてどう評価されているかなど大まか

な内容をつかむことができるようにする。 

２ 

３ 

○教材文を読み，要旨を考える。 

・要旨を捉えるためには，文章構成図を作り，事

実と意見に着目しながら読むことを想起して

から，活動に入ることができるようにする。 

●教材文を正確に捉え，要旨を書いているかの確 

認。 

［知識・技能①］ノート 

○３人のプロフェッショナルたちの生き方につ

いて整理する。 

・３人のプロフェッショナルたちの生き方につい

ての文章を読み，構成を捉えるようにする。 

●文章の構成を捉えているのかの確認。 

［知識・技能①］シート 

・３人のプロフェッショナルたちの，職業につい

た理由，失敗や困難，そのときどのように考え，

どう行動したかを読み，まとめられるようにす

る。 

●文章の構成を捉え，３人のプロフェッショナル

たちの生き方について整理しているかの確認。 

［思考・判断・表現①］シート 

４ 

○教材文の要旨を踏まえ，自分の考えをまとめ

る。 

・筆者は，「ごみ箱ロボット」の例と，伝えたいこ

との関連付けに着目できるようにする。 

・納得した部分，反対の意見をもった部分を考え

ながらまとめられるようにする。 

●本論の事例を要旨と結び付けながら，考えを書

いているかの確認。 

［思考・判断・表現①］交流，ノート 

５ 

本 

時 

〇資料「テクノロジーが見せる未来」を読み，要

旨を捉え，自分の考えをもつ。 

・前時の学習を生かし，要旨を捉え自分の考えを

まとめられるようにする。 

●要旨を基に自分の考えをまとめているかの確 

認。 

［思考・判断・表現②］交流，ノート 

○３人の「…が考えるプロフェッショナルとは」

を読み比べ，互いの感想を共有する。 

・「…が考えるプロフェッショナルとは」と，３人

の生き方から共通点を考えられるようにする。 

●互いの感想を共有することで，自分の考えを広

げることができたかの確認。 

［思考・判断・表現②］交流，ノート 

６ 

○２つの文章を読み比べ，メモを作る。 

・２つの文章の，具体例や要旨から相違点を考え

られるようにする。 

・最初に書いたテクノロジーの進歩についての考

え方の変化や，自分の経験や知識と比べて思っ

たことをメモに記録できるようにする。 

★自分の考えをメモにまとめているかの確認。 

［思考・判断・表現②］メモ 

〇角浜の方を講師に，身近なプロフェッショナル

の話を聞く。 

・２人のプロフェッショナルたちの生き方や，考

えを，自分の考えと比較して聞くように促す。 

 

３ 

７ 

〇メモを基に，意見文を書く。 

●メモを基に意見文を書いているかの確認。 

［思考・判断・表現②］意見文 

〇自分が考えるプロフェッショナルとは何かを

考え，将来についての作文のメモを書く。 

・学習したことを生かして，プロフェッショナル

について考えるようにする。 

・言葉に気を付け，構成を意識してメモを書ける

ようにする。 

★学習したことを基に，適切な言葉を使ってメモ

を書いているかの確認。 

［知識・技能］意見文 

８(

６
年) 

             9
  

〇メモを基に，作文を書く。 

★メモを基に作文を書いているかの確認。 

［知識・技能］作文 
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８(

５
年)  

９(

６
年) 

             

9
 

〇書いた意見文を読み合い，感想を伝え合う。 

○振り返りをする。 

・考えを広げるために友達の意見文を読み，違い

を見付け，良さを伝え合えるようにする。 

・見方の異なる文章を読むことや，考えの変容に

ついての振り返りを通して，自分の考えの広が

りに気を付けるようにする。 

●考えの変容に触れ振り返りが書けたかの確認。  

［主体的に学習に取り組む態度］観察，ノート 

〇書いた作文を読み合い，感想を伝え合う。 

○振り返りをする。 

・考えを広げるために友達の作文を読み，友達の

夢に共感し，感想を伝え合えるようにする。 

・考えの変容についての振り返りから，考えの広

がりに気付けるようにする。 

●お互いの感想を共有し，自分の考えを広げてい

るかの確認。［思考・判断・表現②］ノート 

●考えの変容に触れ振り返りが書けたかの確認。        

［主体的に学習に取り組む態度］観察，ノート 

 

３ 本時について（５／８） 

（１）目標 

５年生…資料「テクノロジーが見せる未来」を読み，要旨を基に，自分の考えをまとめることができる。 

６年生…３人の「…が考えるプロフェッショナルとは」を読み比べ，互いの感想を共有することで，自分

の考えを広げることができる。 

（２）指導について 

５年生…要旨を１人で書いた後、４人で読み比べ，よりよい要旨を書く。その後、筆者の考えに賛成・反

対・中立の立場に立ち意見を言う。意見を言った後、理由を言ったり、お互いに質問をし合った

りすることで、自分の考えが整理され考えの幅が広くなることに気付けるようにしたい。 

６年生…自分の考えるプロフェッショナルについて交流する。友達が，誰のどんな部分に関心があったの

かを考えながら聞くことで，友達と考えを共有したい。また，自分も考えた理由を話すことで，

考えの整理や根拠の確信につなげたい。 

（３）本時の展開 

５年生 ６年生 

・指導上の留意点 

●評価規準 
学習活動 段階 学習活動 

・指導上の留意点 

●評価規準 

・共通導入を行い，

どんな学習をし

ているのか確認

し合う。 

 

 

 

１ 本時の確認 

 学習課題を確認する。 

 
つ
か
む 

５
分 

つ
か
む 

５
分 

１ 本時の確認 

学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

・共通導入を行い，

どんな学習をし

ているのか確認

し合う。 

 

・『「弱いロボット」

だからできるこ

と』の学習を確認

する。 

 

・要旨が前時とは 

違うことを確認 

する。 

・③では、質問しあ

２ 課題解決 

（１）資料「テクノロジーが

見せる未来」についての

考えをまとめる手順を

確認する。 

 

（２）考えをまとめる。 

①１人で要旨をまとめ 

る。 

②４人の要旨を比較検討 

深

め

る 

 

18

分 

深

め

る 

 

18

分 

２ 課題解決 

（１）３人の「…が考えるプ

ロフェッショナルとは」

を読み，それぞれのキー

ワードとなる部分を見

つける。 

 

 

 

 

 

・（１）は，各自が

読み取ったこと

について，黒板に

掲示されている

模造紙に書き込

んで共有する。 

 

 

 

資料「テクノロジーが

見せる未来」を読み，要

旨を捉え，自分の考えを

もつ。 

３人の「…が考えるプ

ロフェッショナルとは」

を読み比べ，感想をもつ。 
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ったり感想を言

い合ったりする

時間を十分にと

りたい。 

・１次で紹介した

教師のモデルも

参考例とする。 

 

●要旨を基に自分

の考えをまとめ

ているかの確認。 

［思考・判断・ 

表現②］ 

交流，ノート 

してまとめる。 

③自分の考えを話す。 

（賛成・反対・中立） 

④自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

（３）考えを交流し合う。 

４人で読み合ったのち，

４人の相違点について

確認し，いいと思う考え

を伝え合う。 

深

め

る 

 

17 

分 

深

め

る 

 

17 

分 

 

（２）３人のプロフェッショ

ナルに共通している部

分を考える。 

 

 

（３）考えたことを書く。 

 

（４）友達の書いたものを 

交流し合う。 

 

 

 

 

 

・３人から共感し

たことや，誰の考

えに共感したか

を書く。 

 

 

 

 

３ まとめ 

・友達との交流を通して，よ

いと思ったことや考えが

変わったことを書く。 

・自分の学び方についての

振り返りを書く。 

ま

と

め

る

５

分 

ま

と

め

る

５

分 

３ まとめ 

・友達との交流を通して，よ

いと思ったことや考えが

変わったことを書く。 

・自分の学び方についての

振り返りを書く。 

●互いの感想を共

有することで，自

分の考えを広げ

ることができた

かの確認。 

［思考・判断・ 

表現②］ 

交流，ノート 

（４）本時の評価規準 

 おおむね満足（Ｂ） 努力を要する児童（Ｃ）への手立て 

読
む
こ
と 

５
年
生 

資料「テクノロジーが見せる未来」の要旨を基 

に自分の考えをまとめている。 

友達との交流で要旨を理解し，前時の資料との 

比較から考えるよう助言する。 

６
年
生 

３人の「…が考えるプロフェッショナルとは」 

を読み比べ，互いの感想を共有することで，自 

分の考えを広げている。 

友達の感想を聞き，自分の考えの参考にするよ

うに助言する。 
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単元分析シート〈５・６年〉 

学年 ５年生 ６年生 

単元名 
テクノロジーとの関わりについて考え

をまとめよう 
自分の生き方について考えよう 

教材名 「弱いロボット」だからできること プロフェッショナルたち 

単元の中で

身に付ける

資質・能力 
〔 知 識 及 び 技

能〕から一つ 

〔思考力，判断

力，表現力等〕の

中の，「構造と内

容の把握」，「精

査・解釈」から一

つ， 

「考えの形成」，

「共有」の中か

ら一つ 

〔知識及び技能〕 

・文の中での語句の係り方や語順，文と

文との接続の関係，話や文章の構成や

展開，話や文章の種類とその特徴につ

いて理解することができる。 

              (１)カ 

 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・事実と感想，意見などとの関係を叙述

を基に押さえ，文章全体の構成を捉え

て要旨を把握することができる。 

Ｃ（１）ア構造と内容の把握 

〔知識及び技能〕 

・思考に関わる語句の量を増し，話や文

章の中で使うとともに，語句と語句と

の関係，語句の構成や変化について理

解し，語彙を豊かにすること。また，

語感や言葉の使い方に対する感覚を

意識して，語や語句を使うことができ

る。                      （１）オ 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・事実と感想，意見などとの関係を叙述

を基に押さえ，文章全体の構成を捉え

て要旨を把握することができる。 

Ｃ（１）ア構造と内容の把握 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・文章を読んで理解したことに基づいて

自分の考えをまとめることができる。 

Ｃ（１）オ考えの形成 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・文章を読んでまとめた意見や感想を共

有し，自分の考えを広げることができ

る。        Ｃ（１）カ共有 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさを認識するとともに，

国語を大切にして思いや考えを伝え

合おうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさを認識するとともに，

国語を大切にして思いや考えを伝え

合おうとする。 

目指す 

具体の姿 

確かに読んでいる姿 

［知識・技能］と［思考・判断・表現］

の「構造と内容の把握」 

・「弱いロボット」だからできることと

「テクノロジーが見せる未来」の論の

進め方と要旨を理解し，まとめている

姿。 

確かに読んでいる姿 

［知識・技能］と［思考・判断・表現］

の「構造と内容の把握」 

・３人が考えるプロフェッショナルにつ

いて理解し，まとめている姿。 

 

 

思いや考えを広げている姿 

［思考・判断・表現］の「考えの形成」 

・２つの資料を読み比べ相違点をふまえ

た上で自分の考えをまとめている姿。 

・友達と考えを交流し，テクノロジーの

進歩に関する自分の考えをまとめて

いる姿。 

思いや考えを広げている姿 

［思考・判断・表現］の「共有」 

・自分の考えと友達の考えを交流し，自

分の生き方について考えをまとめて

いる姿。 

 

 

言語活動 
(書くことで表現) 

・テクノロジーに関する意見文を書く。 
・卒業文集に載せる将来についての作文

を書く。 

備考 

・言語活動は，どちらも意見文を書く活動。学習内容についての自分の考えの交流

となるため，考えを広げるためには，同学年での交流をした方がいいと考える。 

・５年生は，多面的な読みができるようになること。６年生は，教材文とパネルデ

ィスカッションをもとに自分の生き方について考えること。 
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○同単元類似内容指導の工夫 

  指導計画の工夫により、同単元類似内容指導を行った実践です。本時の問題を両学年共通で

「１Ｌの値段が１５０円の水があります。この水□Ｌの代金は，何円ですか。」とし、□に入る

数を５年生は小数、６年生は分数として考えさせます。これにより、同時直接指導（共通導入、

共通終末）と同時間接指導で展開することが可能になっています。 

  類似内容指導は、異学年が一緒に学んでいるという実感をもたせやすく、学習意欲の向上に

つながります。また、下学年にとっては上学年への学びの広がりを感じることができますし、

上学年にとっては見通しを立てたり、既習事項とのつながりを理解したりしやすくなるなど、

両学年にメリットがあります。 

 

 

 

 

 

○授業後半の学習活動の充実 

  展開案の終末に、次のような学習活動が組まれています。 

  【５年生】⑧乗法の意味を広げて振り返る。 

  【６年生】⑧計算の意味を統合的に考察し，振り返る。 

  ５年生では、単元の学習を通して乗法の活用場面が広がったことを明示的に指導しています。

６年生では、小数と分数の関係と結び付けながら、統合的に捉えることができるようにしてい

ます。このように、授業後半での統合的・発展的に考える活動を通して、深い学びを実現して

いくことが重要です。タイムマネジメントを意識し、後半の学習活動に十分な時間を確保でき

るよう、メリハリのある展開を工夫したいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 
５・６年 

九戸村立江刺家小学校  令和３年５月２８日（金） 

第５学年 かけ算の世界を広げよう 

（東京書籍「新しい算数５上」P47） 

第６学年 比例の関係をくわしく調

べよう（東京書籍「新しい算数６」

P  ） 

第６学年 分数のかけ算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数６」P 47） 

本実践のポイント ※指導案は次ページに掲載 

 毎時間、類似内容で揃えることができるものではありません。本実践は、教師の豊か

な教材研究と綿密な指導計画、問題をアレンジする工夫によって実現しています。算数

は系統性が強い教科ですので、このような指導ができる「チャンス」があります。カリキ

ュラム・マネジメントの視点で、機を捉えて取り組みたいものです。 

 直接指導の時間が限られている複式指導では、後半で学びを深める活動が難しいとい

う声も聞かれます。これについて、今年度江刺家小学校で行われた学校公開での場面を

紹介します。 

 ５年生の速さの学習の終末の場面で、教師は「３つの公式、どれを覚えるとわかりや

すいですか？」という発問を投げかけました。これまで学んできた速さに関わる３つの

式を、統合的に捉えられるようにするための発問です。 

 時間が許せば、３つの式を並べてみて、目的に合わせて使い分ける大変さから、子供

の困り感を引き出し、１つの式で十分だという発想を子供たち自身から引き出したいと

ころですが、直接指導の時間が限られている複式指導ですので、このような直接的な発

問としたものと考えます。 

 このような発問の工夫などにより、複式指導においても、授業後半で統合的・発展的

に考えたりする活動を通して、深い学びにつなげていくことが大切です。 
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第５・６学年 算数科学習指導案 

日 時：令和３年５月２８日（金） ６校時 

場 所：５・６年教室 

児 童：第５学年 ５名（男子４名 女子１名） 

    第６学年 ８名（男子４名 女子４名） 

指導者：藤原 正臣 

１ 単元名 

５学年 ６学年 

かけ算の世界を広げよう 

（東京書籍「新しい算数５上」） 

分数のかけ算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数６ 数学へジャン

プ！」） 

 

２ 内容のまとまり 

５学年 ６学年 

Ａ 数と計算 （３）小数の乗法 

ア 知識及び技能（ア）（イ）（ウ） 

（ア）乗数が小数である場合の小数の乗法の意味

について理解すること。 

（イ）小数の乗法の計算ができること。 

（ウ）小数の乗法についても整数の場合と同じ関

係や法則が成り立つことを理解すること。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

乗法の意味に着目し，乗数が小数である場合ま

で数の範囲を広げて乗法の意味を捉え直すとと

もに，それらの計算の仕方を考えたり，それらを

日常生活に生かしたりすること。 

Ａ 数と計算 （１）分数の乗法 

ア 知識及び技能（ア）（イ）（ウ） 

（ア）乗数が整数や分数である場合も含めて，分

数の乗法の意味について理解すること。 

（イ）分数の乗法の計算ができること。 

（ウ）分数の乗法についても，整数の場合と同じ

関係や法則が成り立つことを理解するこ

と。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

数の意味と表現，計算について成り立つ性質に

着目し，計算の仕方を多面的に捉え考えること。 

 

３ 単元の目標 

５学年 ６学年 

（１）乗数が小数である場合の乗法の意味や小数

の乗法についても整数の場合と同じ関係

や法則が成り立つことを理解している。ま

た，小数の乗法の計算ができる。「知識及

び技能」 

（１）乗数が整数や分数である場合も含めて，分

数の乗法の意味や分数の乗法についても，

整数の場合と同じ関係や法則が成り立つ

ことを理解している。また，分数の乗法の

計算ができる。「知識及び技能」 

（２）乗法の意味に着目し，乗数が小数である場

合まで数の範囲を広げて乗法の意味を捉

え直しているとともに，それらの計算の仕

方を考えたり，それらを日常生活に生かし

たりしている。「思考力，判断力，・表現力

等」 

（２）数の意味と表現，計算について成り立つ性

質に着目し，計算の仕方を多面的に捉え考

えている。「思考力，判断力，表現力等」 

（３）小数の乗法について，数学的に表現・処理

したことを振り返り，多面的に捉え検討し

てよりよいものを求めて粘り強く考えた

り，数学のよさに気付き学習したことを生

活や学習に活用しようとしたりしている。

「学びに向かう，人間性等」 

（３）分数の乗法について，数学的に表現・処理

したことを振り返り，多面的に捉え検討し

てよりよいものを求めて粘り強く考えた

り，数学のよさに気付き学習したことを生

活や学習に活用しようとしたりしている。

「学びに向かう，人間性等」 
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４ 単元について 

５学年 ６学年 

（１）児童について 

（略） 

 

 

 

 

（２）教材について 

本教材は，乗数が小数の場合にも乗法が用いら

れるように意味を広げることをねらいとしてい

る。  

（３）指導について 

児童に小数の乗法について確実に理解させる

ために，「乗法の性質を着目し，筆算の仕方を考

える」「計算法則を活用し，計算の仕方を工夫す

る」ことを重視しながら指導したい。 

（１）児童について 

（略） 

 

 

 

 

（２）教材について 

本教材は，分数の乗法の計算の仕方を考え，そ

れらの計算ができるようにすることや数の意味

と表現，計算に関して成り立つ性質に着目し，多

面的に捉え，計算の仕方を考える態度や能力を高

めることをねらいとしている。 

（３）指導について 

 児童に分数の乗法についての理解を深めさせ

るために，「計算の性質に注目し，計算の仕方を

考える」ことを重視しながら指導したい。 

（４）研究との関わり（本時の指導に関わって） 

「手立て１ 子どもの問い（課題）を引き出す問題の設定と課題解決の見通しを共有する活動」 

教科書では，５年生は土の量と重さ，６年生はロープの長さと値段として日常の事象から算数の

問題を見いだすように設定されている。本時は，問題構造が同じことから，共通導入として，共通問

題を設定した。九戸村で製作されたペットボトル水を題材とし，量と値段から問題を見いだすよう

にした。身近な事象であることから関心を持って問題に取り組むことができるであろう。また，量

を□（６年生はｘ）とし，自ら数値を決め，問題を解決していくようにしている。自分と友達の考え

を見比べていくことで，乗数と積の大きさの関係に焦点化していき，問い（課題）を引き出したい。

また，課題解決の見通しとして，自分が決めた数値によって立式をして求めた積について本当に合

っているのか問い返し，数直線を使って確かめていくという見通しをもたせたい。 

「手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，根拠を基にして筋道立てて考察する活動」 

本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」は，乗数と積の大きさの関係である。また，数直線を

活用して数量の関係から純小数（６年生は真分数）をかけると積が被乗数より小さくなることを考

察することである。今まで５年生の児童は，かけ算の意味から積は被乗数より大きくなることを経

験してきている。本時で初めて積が被乗数より小さくなることを知ることになる。児童の考えから

乗数が１より小さい数が出てこない場合は，教師から提示する。多くの事象から数量の関係（乗数

と積の大きさの関係）に着目して見ていくことで，どの事象も乗数の大きさによって，積が被乗数

よりも大きくなるか小さくなるかが決まっていることに気付かせたい。 

手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り返

る活動」 

純小数をかけると積が被乗数より小さくなる

ことから，改めて，かけ算とは何かを問いかける。

単元の導入でも，これまでかけ算は，一つ分の大

きさ×いくつ分（倍）の大きさとして捉えてきた

ことをふり返った。本時で，乗法の意味について

捉え直す（基準とする大きさの割合に当たる大き

さを求める）ことで，純小数をかけるときもかけ

算が使えることを実感させたい。 

「手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り

返る活動」 

児童は，これまでの学習や本時の５年生の学習

から，分数をかける乗法も小数をかける乗法と同

じであることを見いだすことが可能であろう。小

数で学習した比例の関係を根拠にした計算の仕

方から捉える児童が多いのでないかと考える。本

時は，それだけでなく，小数と分数では数の表し

方の仕組みは異なるけれども，ａ÷ｂ＝
ａ

ｂ
という

関係で捉えると同じだということから，分数に固

有の計算の性質を活用して，計算の仕方を考える

と，分数を小数に変換して求めると，どちらも積

の大きさが同じことから，小数と分数のつながり

を見いだしたい。 
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５ 単元の評価規準 

 ５学年 ６学年 

知
・
技 

①乗数が小数である場合の乗法の意味につい

て，乗数が整数である場合の計算の考え方

を基にして，理解している。 

②
１

１００
の位までの小数の乗法の計算ができ

る。 

③小数の乗法について，整数の場合と同じ関

係や法則が成り立つことを理解している。 

①乗数が整数や分数である分数の乗法の意味

について，小数の乗法の計算の考え方を基

にして，理解している。 

②分数の乗法の計算ができる。 

③分数の乗法について，整数の場合と同じ関

係や法則が成り立つことを理解している。 

思
・
判
・
表 

①乗数が小数である場合まで数の範囲を広げ

て，小数を用いた倍の意味などをもとに，乗

法の意味を捉え直している。 

②小数の乗法について，小数の意味や表現を

もとにしたり，乗法に関して成り立つ性質

を用いたりして，計算の仕方を多面的に考

えている。 

③小数の乗法の計算を用いて，日常生活の問

題を解決している。 

①分数の乗法について，数の意味と表現をも

とにしたり，乗法に関して成り立つ性質を

用いたりして，計算の仕方を多面的に捉え

考えている。 

②整数や小数の乗法を分数の場合の計算にま

とめている。 

態
度 

①学習したことをもとに，小数の乗法の計算

の仕方を考えたり，計算の仕方を振り返り

多面的に考え検討したりしようとしてい

る。 

②小数の乗法の計算の仕方を振り返り，筆算

での処理に生かそうとしている。 

③小数の乗法の計算に，乗法に関して成り立

つ性質などが有効に働いていることのよさ

に気付き，学習に活用しようとしている。 

①学習したことをもとに，分数の乗法の計算

の仕方を考えたり，計算の仕方を振り返り

多面的に捉え検討したりしようとしてい

る。 

②整数や小数の乗法を分数の場合の計算にま

とめることができるよさに気付き，学習に

活用しようとしている。 

 

６ 指導と評価の計画 

【５学年：全１０時間】 

時 ねらい 研究との関わり 
評価基準・評価方法等 

知 思 態 

１ 

小数をかけることの意味を図や式を用いて

考え，説明することができる。 

手立て１  手立て２ 

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

・態① 

行動観察 

ノート分析 

２ 

整数×小数の計算の仕方を，数直線を用い

て考え，説明することができる。 

手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

 

３
・
４ 

小数×小数の計算の仕方を，乗法の性質を

基に考えることを通して，小数×小数の筆算

の仕方を理解する。 

手立て１  手立て２ 

・知① 

ノート分析 

〇思① 

行動観察 

ノート分析 

・態② 

ノート分析 

５ 

小数×小数の筆算（末尾の０を処理したり，

０を補ったりする場合）の仕方を理解し，答え

を求めることができる。 

     手立て２  手立て３ 

・知② 

ノート分析 

・思② 

行動観察 

ノート分析 

 

６
本
時 

純小数をかけると，積は被乗数より小さく

なることを理解し，説明することができる。 

手立て１  手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

・思②③ 

行動観察 

ノート分析 
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７ 

長方形や直方体の辺の長さが小数の場合

も，面積や体積の公式を適用できることを理

解し，説明することができる。 

手立て１  手立て２ 

・知③ 

ノート分析 

・思②③ 

行動観察 

ノート分析 

 

８ 

整数について成り立つ交換，結合，分配法則

は，小数の場合でも成り立つことを帰納的に

考え，説明することができる。 

手立て１  手立て２  手立て３ 

・知③ 

ノート分析 

〇思②③ 

行動観察 

ノート分析 

・態③ 

ノート分析 

９ 

学習内容の定着を確認するとともに，数学

的な見方・考え方を振り返り価値づける。 

     手立て２  手立て３ 

・知①②③ 

ノート分析 

 〇態①②③ 

ノート分析 

１０ 

 学習内容の定着を確認する。 〇知①②③ 

ペーパー 

テスト 

〇思② 

ペーパー 

テスト 

 

【６学年：全１４時間】 

時 ねらい 研究との関わり 
評価基準・評価方法等 

知 思 態 

１
・
２ 

分数×整数の計算の意味や計算の仕方を理

解し，その計算ができる。 

手立て１  手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

・態① 

ノート分析 

３ 

分数÷整数の計算の意味や計算の仕方を考

え，その計算ができる。 

手立て１  手立て２ 

・知① 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

４ 

分数÷整数の計算の仕方を理解し，その計

算ができる。 

      手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

５ 

学習内容を適用して問題を解決する。 

      手立て２ 

・知①② 

ノート分析 

  

６ 

分数をかけることの意味を図や式を用いて

考え，説明することができる。 

手立て１  手立て２ 

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

〇態① 

ノート分析 

７ 

真分数×真分数の計算の仕方を，図や式を

用いて考え，説明することができる。 

      手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

８ 

計算の途中で約分できるときは，途中で約

分すると簡単に計算できることを理解する。 

 分数の連乗の計算の仕方を理解し，その計

算ができる。 

 整数×分数の計算や，帯分数の乗法計算の

仕方を理解し，その計算ができる。 

      手立て２  手立て３ 

・知② 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

９
本
時 

 真分数をかけると，積は被乗数より小さく

なることを理解する。 

手立て１  手立て２  手立て３ 

・知① 

ノート分析 

・思①② 

行動観察 

ノート分析 

・態② 

ノート分析 

１０ 

 辺の長さが分数の場合も，面積や体積を求

める公式を適用できることを理解する。 

手立て１  手立て２ 

・知③ 

ノート分析 

 

１１ 

 整数や小数について成り立つ交換，結合，

分配法則は，分数の場合でも成り立つことを

理解する。 

手立て１  手立て２  手立て３ 

・知③ 

ノート分析 
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１２ 
 逆数の意味とその求め方を理解する。 

      手立て２ 

・知② 

ノート分析 

  

１３ 

 学習内容の定着を確認するとともに，数学

的な見方・考え方を振り返り価値づける。 

      手立て２  手立て３ 

・知①②③ 

ノート分析 

 〇態①② 

ノート分析 

１４ 

 学習内容の定着を確認する。 〇知①②③ 

ペーパー 

テスト 

〇思① 

ペーパー 

テスト 

 

 

７ 本時の指導 

（１）目 標 

５学年 ６学年 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

乗数と積の大きさの関係に着目し， 

【数学的な活動を通して】 

場面を表した数直線図を基に，純小数をかけると

積が被乗数より小さくなることを考察する活動

を通して， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

乗法の意味の拡張を図り，純小数をかけるとき

も，乗法が使えることを理解する。（思考・判断・

表現） 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

乗数と積の大きさの関係に着目し， 

【数学的な活動を通して】 

場面を表した数直線図を基に，真分数をかけると

積が被乗数より小さくなることを考察する活動

を通して， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

乗法の適用される数として分数でも計算するこ

とができることを捉え，分数の乗法が小数の乗法

と計算の仕方が同じだということを理解する。

（思考・判断・表現） 

（２）展 開 

５学年 ６学年 

指導上の留意点 

◆研究の重点 
学習活動 

直 直 

学習活動 
指導上の留意点 

◆研究の重点 間 間 

◆手立て１ 乗数

を児童自ら決め

ていくことで，

様々な数量の関

係から積と乗数

の大きさの関係

に着目していく。 

 

・ここでは，根拠を

問わない。 

 

◆手立て１ 立式

の根拠を問い，数

直線を使ってい

くという見通し

をもつことがで

きるようにする。 

・ 

 

 

①場面から数学的

な問題を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

②立式し，答えを求

める。 

 

③学習課題を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

直 

１
５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

直 

１
５
分 

①場面から数学的

な問題を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

②立式し，答えを求

める。 

 

③学習課題を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数値については，

それぞれ児童が

設定した数値と

する。５年生では

純小数，６年生で

は真分数が出て

こない場合は，教

師から提示する。 

 １Ｌの値段が１５０円の水があります。 

この水□Ｌの代金は，何円ですか。 

 数直線図を使って，水の量と代金の関係を説明し

よう。 



- 46 - 

 

・自分の立式の根拠

をワークシート

にまとめる。 

 

・ワークシートを黒

板に張り出し，説

明する。 

 

◆手立て２ 乗数

と積の大きさの

関係に着目し，純

小数をかけると，

積が被乗数より

小さくなること

を考察で明らか

にする。 

④自力解決をする。 

 

 

 

 

⑤全体で交流する。 

 

 

 

⑥どこに注目する

と，基（１Ｌ）と

なる水の値段よ

り高いか安いか

を判断すること

ができるのか考

える。 

間 

１
５
分 

間 

１
５
分 

④自力解決をする。 

 

 

 

 

⑤全体で交流する。 

 

 

 

⑥どこに注目する

と，基（１Ｌ）と

なる水の値段よ

り高いか安いか

を判断すること

ができるのか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆手立て２ 乗数

と積の大きさの

関係に着目し，真

分数をかけると，

積が被乗数より

小さくなること

を考察で明らか

にする。 

・本時の問題解決の

課程を振り返り，

問題を解決する

ために用いた数

学的な見方・考え

方を明らかにし

て，価値づける。 

 

 

◆手立て３ 乗法

を基準にする大

きさの割合に当

たる大きさを求

めるという意味

で捉え直し，純小

数をかけるとき

も乗法が使える

ことを確かめる。 

⑦課題についてま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧乗法の意味を広

げて振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

直 

１
５
分 

 
 

直 

１
５
分 

⑦課題についてま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧計算の意味を統

合的に考察し，振

り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆手立て３ 本時

の問題を解決する

ために用いた数直

線から，分数の乗法

と小数の乗法の意

味を統合的に捉え

る。 

・分数と小数のつな

がりが見えやす

い数直線を用い

て考える。 

例０．８と
４

５
など。 

（３）評価規準 

 ５学年 ６学年 

概ね満足な 

状況（Ｂ） 

純小数をかけると積が被乗数より小

さくなることについて数直線を基に考

え，説明している。 

 真分数をかけると積が被乗数より小

さくなることについて数直線を基に考

え，説明している。 

努力を要する 

児童への支援 

数直線を基に，乗数の１を基準とし

て，積と被乗数の大小関係に着目させ

る。 

数直線を基に，乗数の１を基準とし

て，積と被乗数の大小関係に着目させ

る。 

 

 かける数の大きさに注目すると，積とかけられ

る数の大きさの関係が分かる。 

かける数＞１のとき，積＞かけられる数 

かける数＝１のとき 積＝かけられる数 

かける数＜１のとき 積＜かけられる数 

④⑤⑥活動  

思・判・表 

【行動観察】 

【ノート分析】 

 かけ算は，□

を１とみたと

き，〇にあたる

大きさである。 

 だから，１よ

り小さい数にあ

たる大きさを求

める時も，かけ

算を使える。 

 分数をかける

かけ算も小数を

かけるかけ算と

同じなのは，数

直線を使って考

えたり，分数⇔

小数と変換した

りできるから。 
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○ 本実践は、「乗数と積の関係に着目し、数直

線図を活用して純小数や真分数をかけたときの

積の大きさを比較する活動を通して、乗法の意

味の拡張を図り、分数と小数の大きさの関係を

確かめる」ことをねらいとしています。 

○ 指導計画の工夫で同時直接指導（共通導入、

共通終末）と同時間接指導を組み入れることに

よって、複式指導における数学的活動を具体化

する方策を実践記録としてまとめてあります。 

 

【Ａ１：数学化】「日常生活や社会の事象」を「数学的に表現した問題」にする過程  

※ 同時直接指導（共通導入） 

Ｔ：これ知っていますか？  

Ｃ：ＧＯ九っ戸！ 

Ｔ：何Ⅼ？ 

Ｃ：１Ⅼ？１．５Ⅼ？ 

Ｔ：１Ⅼです。 

Ｔ：今、九戸村でとれたこの水を売り出そうとしていることを知っていますか？ 

Ｃ：はい。知っています。 

Ｔ：商品の名前やデザインについて、みなさんも考えましたもんね。 

Ｔ：さて、みなさんならいつもおいしく飲んでいるこの水１Ⅼをいくらで売り出しますか？ 

Ｃ：１００円、１５０円、１８０円…。 

Ｔ：間を取って１５０円にしましょう。では、そこまで一緒に書きますよ。 

 板書「九戸村では、「ＧＯ九っ戸」１Ⅼの値段を１５０円で売り出そうとしています。」 

Ｔ：ペットボトルって１Ⅼだけではありませんね。他には？ 

Ｃ：２Ⅼ、１．５Ⅼ、５００ｍⅬ、３５０ｍⅬ、４Ⅼ…。 

Ｔ：そうですね。いろいろありますね。 

Ｔ：九戸村では、１Ⅼだけでなく他の量のペットボトルも売り出そうと考えているみたいです。 

 板書「□（Ⅹ）Ⅼでは、何円ですか？」 

 

 

【Ｂ：問いの焦点化】「数学的に表現した問題」から「焦点化した問題(学習課題)」を見いだす過程  

※ 同時直接指導 

Ｔ：何Ⅼなら、簡単に求められますか？ 

Ｃ：２Ⅼ 

Ｃ：１５０×２＝３００円で簡単。 

Ｃ：整数なら簡単。暗算でもできそう。 

Ｔ：それなら、みんなにも□の中に入れる数を決めてほしいです。５年生はどんな数を入れますか？ 

Ｃ：今、小数を勉強しているから、小数で。 

Ｔ：６年生は？ 

Ｃ：それなら分数でしょ。 

Ｔ：少し時間を取るので、好きな数を入れて値段を求めてみてください。 

複式指導における数学的活動の具体化と実践記録 

授業の実際 
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※ 同時間接指導～自力解決１：板書（児童） 

５年 

１５０×１．５＝ ２２５ 

１５０×２．５＝ ３７５ 

１５０×６．２＝３１６２ 

１５０×９．９＝１４８５ 

１５０×０．６＝  ９０ 

１５０×０．９＝ １３５ など 

６年 

１５０×３／５＝ ９０ 

１５０×１／５＝ ３０ 

１５０×３／10＝ ４５ 

１５０×４／５＝１２０ 

１５０×２と２／５＝３６０ 

１５０×１と１／２＝２２５ など

Ｔ：黒板にいろいろな式が並びましたが、本当に合っていますか？ 

Ｔ：かけ算しているのにもとの値段の１５０円より安くなっている式があるけど…。 

Ｔ：かけ算すると、答えはもとのかけられる数より大きくなるのではないですか？ 

Ｃ：合っているとは思うけど…。 

Ｃ：数が大きいと１５０円より値段が高くなっています。※ ５年生から指名する。 

Ｃ：分数や「０．いくつ」の時に安くなっています。 

Ｃ：分数でも帯分数の時は、１５０円より高くなっています。 

Ｃ（６年）：１より小さい数をかけると１５０円より安くなると思います。 

Ｔ：なるほど…。意見がたくさん出てきましたが、計算式だけでは、迷っている人もいますね。式の

意味や答えの大きさを確かめるためには、どのように考えればよいですか？ 

Ｃ：式や答えを数直線図に表して確かめればはっきりすると思います。 

Ｃ：かける数がどんな数の時に、答えがどうなるか対応を確かめればいいです。 

Ｃ：かける数と答えの大きさの関係を調べればいいと思います。 

Ｔ：みなさんの考えた式や答えを数直線図に表して、もとのかけられる数である１５０円より安いか

高いかをはっきりさせましょう。 

Ｔ：かける数はこの問題では何に当たりますか。 

Ｃ：水の量です。 

Ｔ：答えの数は。 

Ｃ：値段です。 

Ｔ：では、水の量（かける数）と値段（積）の関係について、数直線図に式や答えを表して確かめて

いきましょう。 

課題板書「数直線図に表して水の量（かける数）と値段（積）の関係を確かめよう。」 

Ｔ：５年生は、先ほどの計算結果をもう一度みんなで確かめながら、この数直線図に表してください。 

Ｔ：６年生は、こっちの数直線図に。みんなで分担してもいいし、学習リーダー中心に相談しながら、

課題についての考えを出し合って自分たちで解決してください。 

配付：数直線図○大×２（１Ⅼ150 円の位置は決めておき、整数間に 10等分のメモリを入れておく。） 

 

 

【Ｃ：一応の解決結果】「焦点化した問題(学習課題)」の「一応の解決結果を共有」する過程  

※ 同時間接指導～自力解決２ グループ協議（学習リーダーが中心に進める） 

→ 基本は５年生につくようにする。 

５年  

○リ：まずは、さっきの式や答えを自分のノートの数直線図に表してください。 

○リ：それぞれの計算結果を協力して大きな数直線図に表してください。 
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○リ：数直線図を見て気付いたことを発表してください。 

Ｃ：グループで分かったことを交流し合う。 

※ ６年生も同様に行う。 

→ ６年生には、分数の数直線上の位置について助言するようにする。 

【５年生：直接指導】 

Ｔ：数直線図に表してみて、水の量（かける数）と値段（積）の関係について何か確かめられたこと

がありましたか？ 

Ｃ：水の量が１Ⅼより多いか少ないかで元の１５０円より高くなるか安くなるかが変わってくるこ

とが分かりました。 

Ｔ：数直線図のどこからそのことが言えますか。図を使って説明してください。 

Ｃ：例えば、１Ⅼで１５０円のところのすぐ左に０．９があります。０．９Ⅼだと１５０×０．９で

求められるので、１３５円となり、１５０円より安くなります。同じように考えると、０．６Ⅼだ

と９０円、０．３Ⅼだと４５円となり、水が１Ⅼより少ないと値段は元の１５０円より安くなり

ます。 

Ｃ：１Ⅼで１５０円の右を見ていくと、水の量は１より多くなっていくので、例えば１．５Ⅼだと１

５０×１．５で求められるので、２２５円となり、１５０円より高くなります。同じように考え

ると、１．８Ⅼだと２７０円、２．５Ⅼだと３７５円となり、水が１Ⅼより多いと値段は元の１

５０円より高くなります。 

Ｃ：かける数が１より大きいか小さいかで、積がもとになる１Ⅼの値段より大きくなるか小さくなる

かが決まります。 

Ｔ：ということは、積である値段は何で決まるということですか？  

Ｃ：１Ⅼの値段は変わらないので、かける数、水の量で決まります。 

Ｔ：かける数と積の関係をまとめるとどういうことが言えますか。自分の言葉でノートに書いてみて

ください。大体書けたころに交流して、みんなで黒板にまとめてみてください。  

→ ６年生に行く。 

 

６年 ※ ５年生と同時スタート 

○リ：まずは、さっきの計算を自分のノートの数直線図に表してください。 

○リ：それぞれの計算結果を協力して大きな数直線図に表してください。 

数直線図 略 

○リ：数直線図を見て気付いたことを発表してください。 

Ｃ：グループで分かったことを交流し合う。 

※ ５年生と同様の気付きについて、自分たちでまとめることが理想的な段階である。 

→ 分かったことを共有できた頃合いを見計らって直接指導を行うようにする。 

【６年生：直接指導】 

Ｔ：課題についての考えはまとまりましたか。 

Ｃ：いろいろな水の量とその値段を数直線図に表してみると、水の量が分数で表されていても１Ⅼよ

り多いか少ないかで値段が元の値段より高いか安いかが決まることが分かりました。 

Ｔ：図を使って具体的に説明してください。 

Ｃ：説明 （略） 

Ｔ：Ｔ：今日の６年生の課題は、かける数が分数の時のかける数と積の関係でしたね。どんな関係と
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いうことが言えますか。「１」を大切にして、ノートにまとめてみてください。大体書けたころ

に交流して、みんなで黒板にまとめてください。  

→ ５年生に行き、６年生のまとまり具合を見計らいながら、なるべく多くの児童がまとめのこと

ばを発表する時間とする。 

 

 

【Ｄ２：統合・発展／体系化】「解決結果の共有」から「概念を広げたり深めたりする」のする過程  

※ 同時直接指導（配付した数直線図○大×２を縦に並べて黒板に貼る。） 

Ｔ：お互いのまとめを比べてみて、気づいたことはありますか？ 

Ｃ：どちらもかける数が１より小さいと積はかけられる数より小さくなり、かける数が１より大きい

と積はかけられる数より大きくなることが同じです。 

Ｃ：分数でも小数でも同じことが言えることが分かりました。 

Ｔ：５年生は、計算の仕方はまだ分からないけど、数直線上の分数を見て、小数でも分数でも関係は

変わらないことに何となく気付けたのですね。 

Ｔ：みんなでつくった小数の数直線図と分数の数直線図を比べて、何か気付いたことはありませんか。 

Ｃ：かける数が０．３Ⅼのところと３／１０Ⅼのところがどちらも４５円です。 

※ 定規等で縦をそろえながら視覚的に比較しながら確かめるようにする。 

Ｔ：他にも同じ値段のところはないですか。 

Ｃ：０．６Ⅼと３／５Ⅼも同じく９０円です。 

Ｃ：３／５を３÷５とみると、０．６になります。 

Ｃ：１．５Ⅼと「１と１／２Ⅼ」も同じ２２５円です。 

Ｔ：どうして小数と分数で違うのに、値段が同じになっているところがあるのですか？ 

Ｃ：１を１０等分した 1つ分は、０．１とも１／１０とも表せます。どちらもその３つ分と言えるの

で、０．３＝３／１０です。 

Ｃ：１．５は１と０．５なので、１／２は０．５なので同じ大きさです。 

Ｔ：そうでしたね。小数と分数が同じ大きさを表すことがあることも確かめられましたね。数直線図

に表して比べると、式よりも大きさがはっきりとわかるよさがありますね。 

Ｔ：今日は、九戸の「ＧＯ九っ戸」を題材に、かける数と積の関係や分数と小数の関係についてより

深く学ぶことができましたね。この時間で学んだことを一人一人振り返って、自分のノートに整

理しましょう。 

Ｃ：ノートに自分の学んだことを整理・表現する。 

→ ５年生、６年生両方の振り返りをノート展覧会で交流するようにし、時間を見て、紹介する

ようにする。 

 

※ この板書をベースにして、子どもたちの様々な気付きやねらいにつながる価値ある見方・考

え方を書き込んでいくようにする。 

【授業の板書イメージ】

ＧＯ九っ戸 課題 まとめ（５年） まとめ（６年）

写真など

問題

５年 ６年

式 １５０×１．５＝　２２５ 式 １５０×３／５＝　９０

式 １５０×２．５＝　３７５ 式 １５０×１／５＝　３０

式 １５０×６．２＝３１６２ 式 １５０×３／10＝　４５

式 １５０×９．９＝１４８５ 式 １５０×４／５＝１２０ 数直線図（水の量分数表示）

式 １５０×０．６＝　　９０ 式 １５０×２と２／５＝３６０

式 １５０×０．９＝　１３５　 式 １５０×１と１／２＝２２５

かけ算をなのにも

との１５０より答え

が小さくなっている

計算がある…？
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